
市報市報

　２月19日、商売繁盛や五穀豊穣などを祈願
する、増田の三所神社梵天まつりが行われま
した。町内を練り歩き、中・七日町通りに集
合した男衆は、ぼんでん唄を披露し〝ジョヤ
サ、ジョヤサ〟の掛け声に合わせて、長さ５
㍍、重さ25㌔ほどの梵天を頭や腰、手のひら
などに乗せる妙技を披露しました。

男衆が妙技を披露

. 1. 1332012（平成24）年
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栄 光

市政の窓行政報告 市政の窓  行政報告 

今月の表紙

　今から369年前の寛永20年（1643
年）から続く増田の梵天。五十集衆
（魚商）が市場の神として恵比寿堂
を建て、商売繁盛を祈願して、麻
糸梵天を奉納したのが始まりとさ
れています。写真は、梵天コンク
ールで優勝した、福嶋梵天有志会
の妙技の１コマです。（雪まつり
関連ページは４～７Ｐに掲載）

『青少年読書感想文全国コンクール』・『手紙作文コンクール』

横手っ子が映えある受賞

 

  

郵
便
事
業
株
式
会
社
の
『
第
44
回

手
紙
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
』
で
、
阿
気

小
学
校
が
『
学
校
賞
』
を
受
賞
し
ま

し
た
。
６
年
以
上
前
か
ら
夏
休
み
に

行
っ
て
い
る
、
児
童
た
ち
と
担
任
の

先
生
と
の
は
が
き
の
や
り
と
り
と
、

そ
の
内
容
の
良
さ
が
評
価
さ
れ
た
も

の
で
、
県
内
で
は
唯
一
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　

２
月
６
日
に
、
同
校
で
受
賞
の
伝

達
式
が
行
わ
れ
、
児
童
代
表
に
賞
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

第22回横手市増田地域農業活性化講演会

地域農業の方向性を考える

い　　さ　　ば

小学校中学年の部

(境町小）
伊藤 舞桜さん

小学校低学年の部

(醍醐小）
藤田真理子さん

中学校の部

(十文字中）
髙橋 京佑さん

　

第
57
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
県
入
賞
作
品
が
、
昨
年

の
12
月
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
か
ら
醍
醐
小
学
校
の
藤
田
真
理
子
さ
ん
、

境
町
小
学
校
の
伊
藤
舞
桜
さ
ん
、
十
文
字
中
学
校
の
髙
橋
京
佑
さ
ん
、
横
手

高
校
の
渡
部
京
香
さ
ん
が
最
優
秀
賞

に
輝
き
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦

さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
３
日
に
は
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
髙
橋
さ
ん
と

渡
部
さ
ん
が
、
全
国
学
校
図
書
館
協

議
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

２
月
15
日
、
『
農
業
の
明
日
を
拓

く
！
元
気
な
農
業
経
営
』
を
テ
ー
マ

に
、
増
田
地
域
農
業
活
性
化
講
演
会

が
増
田
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
増
田
高
校
農
業
科
学
科

の
生
徒
が
、
〝
八
木
ニ
ン
ニ
ク
〞
を

普
及
す
る
た
め
の
活
動
成
果
を
発
表
。

ニ
ン
ニ
ク
に
は
が
ん
予
防
効
果
が
あ

り
、
八
木
ニ
ン
ニ
ク
は
他
産
地
と
比

べ
て
辛
み
成
分
が
少
な
い
こ
と
や
、

畑
に
雪
を
積
み
上
げ
る
こ
と
で
、
生

食
用
の
収
穫
期
間
を
延
ば
す
こ
と
が

で
き
る
な
ど
の
研
究
成
果
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
平
成
23
年
度
東
北
・
北

海
道
地
区
『
Ｊ
Ａ
青
年
の
主
張
発
表

大
会
』
に
、
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
青

年
部
増
田
支
部
の
佐
々
木
拓
哉
さ
ん

が
出
場
し
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

『
野
良
主
義（
の
ら
イ
ズ
ム
）』
を
、

こ
の
日
全
国
大
会
に
参
加
中
の
佐
々

木
さ
ん
に
代
わ
り
、
同
支
部
の
平
良

木
亨
副
部
長
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
農
産
物
の
生
産
だ
け
で

は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
農
業

を
女
性
の
視
点
か
ら
実
践
し
て
い
る

山
形
ガ
ー
ル
ズ
農
場
代
表
の
高
橋
菜

穂
子
さ
ん
が
『
新
し
い
農
業
の
カ
タ

チ
』
と
題
し
て
講
演
。
30
種
類
以
上

の
漢
方
薬
を
使
用
し
た
無
農
薬
米
の

栽
培
を
は
じ
め
、
規
格
外
の
野
菜
と

黄
身
の
白
い
卵
を
使
い
野
菜
の
色
を

表
現
し
た
プ
リ
ン
の
加
工
販
売
や
、

農
商
工
連
携
に
よ
る
日
本
酒
造
り
な

ど
、
ガ
ー
ル
ズ
農
場
で
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
な
が
ら
「
農
業
を
楽
し
く

行
い
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
が
大
事
。 

〝
東
北
の
農
業

は
私
た
ち
が
変
え
て
い
く
〞
と
の
気

持
ち
で
、
会
場
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

若
い
世
代
の
農
業
に
対
す
る
熱
意

に
触
れ
、
地
域
農
業
の
方
向
性
を
考

え
る
上
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
ヒ
ン
ト
が

示
さ
れ
た
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

講演を行う、山形ガールズ
農場代表の高橋菜穂子さん

『八木ニンニク革命～伝統野菜の秘められしパワー発見～』
と題して、増田高校の生徒が行ったプロジェクト発表

阿気小児童を代表して賞状と記念品を受け取った
柴田莉奈さん（左）と佐々木杏花さん

手
紙
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

　

２
月
18
日
、
地
域
づ
く
り
講
演
会

と
地
域
づ
く
り
活
動
発
表
会
が
、
浅

舞
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
仙
北
市
田
沢
地
域

運
営
体
の
浦
山
清
悦
事
務
局
長
が『
協

働
に
よ
る
共
生
の
里
づ
く
り
』
と
題

し
て
講
演
。
浦
山
さ
ん
は
「
田
沢
湖

の
北
側
に
位
置
す
る
人
口
約
８
０
０

人
の
田
沢
地
区
は
、
住
民
の
助
け
合

い
意
識
が
強
く
、
田
沢
地
域
運
営
体

『
荷
葉
』
の
設
立
に
至
っ
た
。
地
区

の
憩
い
の
場
と
し
て
喫
茶
店
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
た
こ
と
や
除
雪
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
が
活
動
の
成
果
。
今
後
は

さ
ら
に
、
地
域
の
事
業
を
継
続
さ
せ

る
た
め
、
住
民
総
参
加
の
活
動
形
態

を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

第
２
部
は
、
活
動
発
表
会
と
し
て

『
増
田
地
域
づ
く
り
協
議
会
と
増
田

「
蔵
の
日
」
』
と
題
し
て
、
蔵
の
日

実
行
委
員
長
の
加
藤
勝
義
さ
ん
が
活

動
を
報
告
。
「
地
元
を
見
直
す
中
で

内
蔵
の
魅
力
を
発
見
し
、
市
も
支
援

し
て
く
れ
た
。
住
民
と
行
政
の
協
働

が
地
域
力
を
高
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
づ
く
り
事
業
の
継
続
に
つ
な
が
っ

て
い
る
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

　

第
３
部
は
、
国
際
教
養
大
学
の
勝

又
美
智
雄
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
意
見
交
換
会
を
実
施
。
地
域
づ

く
り
協
議
会
委
員
か
ら
は
、
こ
れ
ま

で
の
地
域
で
の
活
動
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
五
十
嵐
市
長
は
「
地
域
づ
く

り
協
議
会
に
は
、
地
域
の
課
題
解
決

や
事
業
の
実
施
な
ど
『
自
治
運
営
組

織
』
と
し
て
役
割
を
担
っ
て
も
ら
っ

た
。
今
後
も
地
域
の
ま
と
め
役
を
お

願
い
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
勝
又
教
授
は
「
地
域
の
良
さ
に

気
づ
く
こ
と
が
地
域
づ
く
り
の
原
点
。

住
民
の
知
恵
や
工
夫
が
事
業
の
成
功

に
つ
な
が
る
」
と
助
言
し
、
市
の
地

域
づ
く
り
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
第
２
期
を
迎
え
る
地
域

づ
く
り
協
議
会
。
新
た
な
ス
タ
ー
ト

の
契
機
と
な
る
講
演
会
と
活
動
発
表

会
に
な
り
ま
し
た
。

地域づくり講演会・活動発表会

身近にある素晴らしい財産の活用を 目次_CONTENTS

02　市政の窓
　　　地域づくり講演会・活動発表
　　　会、増田地域農業活性化講演
　　　会ほか

04　横手の雪まつり

08　市政情報便
　　　子ども手当の申請手続き、浄
　　　化槽設置補助金ほか

12　市民俳句大会、市長コラム

13　まちの話題
　　　恋人の聖地認定記念式典、第
　　　21回あきた十文字映画祭ほか

14　笑顔の交差点

16　情報－infor m ation

19　おくやみ＆善意

20　読者の声／読者プレゼント

22　巧
　　　粟どぶろく醸造

23　支え合おう東北
　　　やらねばね！横手の取り組み

市報よこて
 _YOKOTE City Public Rerations

№154

１_田沢地域運営体の地域づくり活動を報告する浦山清悦事務局長 ２_増田『蔵の日』の事業内容から
今後の地域づくり事業の方向性を話す加藤勝義さん ３_コーディネーターを務めながら地域づくり
活動に助言する勝又美智雄教授 ４_５_意見交換をする地域づくり協議会委員と会場の様子

１１ ２２

３３ ４４ ５５

か
よ
う
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温
しんしんと降り積もる雪
かまくらに
ロウソクの明かりが灯る

「入ってたんせ～
　　甘酒飲んでたんせ～」

子どもたちの元気な声が響き渡り
通りをやさしく包み込む
雪国横手の伝統行事『かまくら』

2/11

2/15～16

横手地域局前会場近くには、幻想的
な明かりに包まれたかまくらも

2/11・12・14 2/15～16

よこてイーストに作られた
『ラブ　かま』は、愛を育
む人気スポット

二葉町かまくら通り会場

羽黒町武家屋敷通り会場

横手公園会場

2/14にかまくら撮影会が行われた
雄物川民家苑木戸五郎兵衛村

「わりぃ～子（悪い子）はい
ねが～！」横手地域局前会場
に男鹿のなまはげ参上

かまくら

金沢地区雪まつり
『とりごや村』(横手)

かまくらin木戸五郎兵衛村
2012（雄物川）

餅を焼いてお客
様をもてなす金
沢中学校の生徒
たち（上）
周囲を雪で四角
く囲み、青竹で
組まれた屋根で
覆われている『と
りごや』と、箱
ゾリで遊ぶ子ど
もたち（下）

雪まつり開催に向け、
2/12に民家苑木戸五郎
兵衛村内の小道にミニ
かまくらを制作

餅つきを見学する里見保育所の園児と
雄物川北小学校（１・２年生）の児童

横手の雪まつり
　２月は、小正月行事をはじめとする雪まつり行事が市内各地で開催されました。
　この冬は、例年にないくらい肌身にしみる寒い日が続きましたが、各地域では
そんな寒さを吹き飛ばすほどの温かさとにぎわいに包まれていました。
　今号では、２月11日から19日までに行われた行事をご紹介します。

がんばろう東北
ハッピーウェルかまくら
　　　　　　　　(横手)

鳳中学校の生徒たちが制作した約1,500個のミニ
かまくらに、横手城南高校の生徒たちが明かり
を点灯。蛇の崎川原が温かい光で満たされる

かまくらの中でほっこり
温もりのおもてなし
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横手の雪まつり

梨木愛宕神社でおはらいをした25人の男衆は、
沿道の家々が用意したおけの水を勢いよくか
ぶり、五穀豊穣、悪疫退散を祈願しました。

梨木愛宕神社でおはらいをした25人の男衆は、
沿道の家々が用意したおけの水を勢いよくか
ぶり、五穀豊穣、悪疫退散を祈願しました。

約10㌔にも及ぶ明かりロード。どこまで行って
も温かい光が道行く人を迎え入れてくれました。
写真は、中村集落の雪のオブジェ。

2/11～12 元祖さるはんない幻灯
（増田）

梨木水かぶり
(十文字)
梨木水かぶり
(十文字)2/18～192/18～19

2/18
十文字
雪まつり
2012 道の駅さんない

雪まつり2012

ぼ
ん
で
ん

2/182/182/192/19

2/172/17

地
域
に
受
け
継
が
れ
る

伝
統
と
技
術
で
作
り
上
げ
た
〝
ぼ
ん
で
ん
〞

豪
華
絢
爛
な
頭
飾
り
と

色
と
り
ど
り
の
〝
さ
が
り
〞
を
装
い
集
結

「
じ
ょ
や
さ
、
じ
ょ
や
さ
」

担
ぎ
手
の
士
気
が
挙
が
る

「
じ
ょ
や
さ
、
じ
ょ
や
さ

　
　
　

じ
ょ
や
さ
、
じ
ょ
や
さ
」

五
穀
豊
穣　

家
内
安
全　

商
売
繁
盛
を
願
い

男
衆
の
熱
き
魂
が
ぶ
つ
か
り
あ
う

ぼ
ん
で
ん
が
終
わ
る
と

長
い
冬
に
別
れ
を
告
げ

横
手
に
も
春
の
足
音
が
聞
こ
え
て
く
る

金澤八幡宮鳥居前で、激しいもみあいを繰り広げた後、
急斜面を一気に駆け上がる安本地区の皆さん。今年は小
若ぼんでん６本、本ぼんでん10本が奉納されました。

金澤八幡宮鳥居前で、激しいもみあいを繰り広げた後、
急斜面を一気に駆け上がる安本地区の皆さん。今年は小
若ぼんでん６本、本ぼんでん10本が奉納されました。

金　八幡宮
　　ぼんでん
　　　(横手)

金　八幡宮
　　ぼんでん
　　　(横手)

激激

１等１等

野球クラブ
横手シャークス

２等２等

石町 信和会横手南中16期
梵天奉納有志会朝倉碇

東北電力
ぼんでん会

３等３等

羽根山栄友和会ＪＡ秋田ふるさと
横手中央青年部旭川町内会

2/162/16
第
55
回
ぼ
ん
で
ん
コ
ン
ク
ー
ル(

横
手)

第
55
回
ぼ
ん
で
ん
コ
ン
ク
ー
ル(

横
手)

３
等
以
上
に
入
賞
し
た
団
体
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

永建会永建会

特選特選

各地域   
　の行事

旭
岡
山
神
社

　
天
奉
納
祭

(

横
手)

旭
岡
山
神
社

　
天
奉
納
祭

(

横
手)

ぼんでん唄を披露し
た照井颯真さん（左・
旭川町子供会）は第
19回よこてぼんでん
唄コンクール・小若
の部優勝者

ぼんでん唄を披露し
た照井颯真さん（左・
旭川町子供会）は第
19回よこてぼんでん
唄コンクール・小若
の部優勝者

気合いを入れて、いざ本殿へ！気合いを入れて、いざ本殿へ！

本
ぼ
ん
で
ん
33
本
、
小
若

ぼ
ん
で
ん
19
本
、
え
び
す

俵
５
基
が
旭
岡
山
神
社
へ

本
ぼ
ん
で
ん
33
本
、
小
若

ぼ
ん
で
ん
19
本
、
え
び
す

俵
５
基
が
旭
岡
山
神
社
へ

先陣を争い、旭岡山神社
へと向かう奉納団体
先陣を争い、旭岡山神社
へと向かう奉納団体

わ

ざ
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国民年金

　
平
成
24
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
月
額
１
４
，
９
８
０
円
（
年

額
１
７
９
，
７
６
０
円
）
に
な
り

ま
す
。
ま
た
付
加
年
金
保
険
料
は

月
額
４
０
０
円
で
す
。
こ
の
付
加

年
金
は
、
将
来
、
よ
り
多
く
の
年

金
を
受
け
取
り
た
い
方
を
対
象
と

し
た
制
度
で
、
２
０
０
円
に
納
付

月
数
を
乗
じ
た
金
額
が
通
常
の
年

金
額
に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

納
付
は
日
本
年
金
機
構
か
ら
届

く
納
付
書
で
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
も
利
用
で

き
ま
す
。

◆
保
険
料
の
前
納
制
度

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
支
払
い

方
法
に
よ
っ
て
お
得
な
割
引
料
金

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
割
引
額
】

＊
１
年
分
前
納
（
現
金
）

　
　
　
　
　
　
　

３
，
１
９
０
円

＊
半
年
分
前
納
（
口
座
振
替
）

　
　
　
　
　
　
　

１
，
０
２
０
円

＊
半
年
分
前
納
（
現
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
３
０
円

◆
保
険
料
の
免
除
・
猶
予

　
所
得
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
に

よ
り
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
、
納
付
を
免

除
ま
た
は
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
保
険
料
が
未
納
の
場
合
、

将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
基

礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
保
険
料

の
免
除
や
猶
予
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

市
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
横

　

手
庁
舎
内
）

　
　

３
５
‐
２
１
８
６　

平
成
24
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額
１
４
，
９
８
０
円
で
す

ＨＰページ番号／00008935、000008936

危険物

 

ＨＰページ番号／000008760
　

こ
れ
ま
で
、
危
険
物
の
規
制
対

象
外
だ
っ
た
『
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

過
酸
化
水
素
付
加
物
（
一
般
に
過

炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
過
炭
酸
ソ
ー

ダ
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）
』

が
、
７
月
１
日
以
降
は
、
消
防
法

上
の
危
険
物
扱
い
に
な
り
ま
す
。

  

過
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
主
成
分

と
す
る
商
品
に
は
漂
白
剤
、
除
菌

剤
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
一
定
数
量

以
上
の
貯
蔵
、
取
り
扱
い
は
、
届

出
や
許
可
申
請
が
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
取
り
扱
い

を
し
て
い
る
事
業
所
な
ど
は
、
市

消
防
本
部
予
防
課
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

市
消
防
本
部
予
防
課
（
本
庁
北

　

庁
舎
内
）　

３
２
‐
１
２
１
８

危
険
物
の
対
象
品
目
が
追
加
さ
れ
ま
す

子 育 て

 

ＨＰページ番号／000001574
　

平
成
23
年
10
月
に
子
ど
も
手
当

制
度
が
改
正
さ
れ
、
受
給
す
る
た

め
に
は
、
受
給
資
格
の
あ
る
す
べ

て
の
方
の
申
請
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
23
年
10
月
１
日
時
点
で
受

給
資
格
が
あ
り
、
ま
だ
申
請
し
て

い
な
い
方
は
、
３
月
31
日
ま
で
に

申
請
を
す
る
こ
と
で
、
10
月
分
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

＊
窓
口
で
の
申
請
は
３
月
30
日（
金
）

　

午
後
５
時
15
分
ま
で

＊
郵
送
で
の
申
請
は
３
月
31
日（
土
）

　

消
印
有
効

　

申
請
が
４
月
以
降
に
な
る
と
申

請
し
た
翌
月
分
か
ら
の
受
給
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 　

ま
た
、
平
成
23
年
10
月
以
降
に

転
入
し
た
場
合
や
、
出
生
等
に
よ

り
新
た
に
受
給
資
格
が
発
生
し
た

場
合
も
、
申
請
し
た
翌
月
分
か
ら

の
受
給
に
な
り
ま
す
。

　

申
請
が
遅
れ
る
と
手
当
を
受
け

ら
れ
な
い
期
間
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
場
合
は
、
勤
務
先
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
勤
務
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
・
提
出
先
】

　

市
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課

　
（
横
手
庁
舎
内
） 　

３
５
‐
２
１

　

３
３
、
ま
た
は
各
地
域
局
市
民

　

福
祉
課

『
子
ど
も
手
当
』の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
請
猶
予
期
間
は
３
月
31
日
ま
で

浄化槽ＨＰページ番号／000001494
【
個
人
設
置
型
】

　

新
築
や
増
改
築
、
ト
イ
レ
の
水

洗
化
な
ど
で
浄
化
槽
を
設
置
す
る

方
に
、
市
が
本
体
設
置
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
交
付
条
件

　

住
宅
等
に
浄
化
槽
を
設
置
す
る

方
で
、
設
置
後
、
年
度
内
に
使
用

す
る
こ
と

◆
対
象
地
域

　

下
水
道
事
業
認
可
区
域
、
集
落

排
水
事
業
区
域
お
よ
び
浄
化
槽
市

町
村
設
置
整
備
推
進
事
業
区
域
を

除
く
地
域

◆
浄
化
槽
設
置
補
助
金
額

（
平
成
23
年
度
時
点
）

＊
５
人
槽

  

延
べ
床
面
積
が
１
６
０
㎡
未
満

　

の
住
宅　
　
　
　

35
万
２
千
円

＊
７
人
槽

　

延
べ
床
面
積
が
１
６
０
㎡
以
上

　

の
住
宅　
　
　
　

44
万
１
千
円

＊
10
人
槽

　

浴
室
お
よ
び
台
所
が
２
カ
所
以

　

上
あ
る
住
宅
（
二
世
帯
住
宅
ま

　

た
は
大
家
族
住
宅
）

　
　
　
　
　
　
　
　

58
万
８
千
円

※
県
生
活
排
水
整
備
構
想
で
個
別

　

処
理
区
域
と
な
っ
て
い
る
地
域

　

に
は
、
上
記
補
助
金
額
に
10
万

　

円
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

◆
募
集
期
限

　

11
月
30
日（
金
）

◆
浄
化
槽
設
置
後
の
維
持
管
理

　

浄
化
槽
管
理
者
（
浄
化
槽
を
使

用
し
て
い
る
人
）
は
『
保
守
点
検

（
年
３
〜
４
回
）
』
、『
清
掃
（
年

１
回
以
上
）
』
、『
法
定
検
査
（
年

１
回
）
』
を
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
怠

る
と
浄
化
槽
の
故
障
や
悪
臭
の
原

因
に
な
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

　【
市
設
置
型
】

　

平
鹿
・
雄
物
川
地
域
で
は
、
下

水
道
事
業
計
画
区
域
外
で
の
浄
化

槽
の
設
置
を
進
め
る
た
め
、
市
が

浄
化
槽
本
体
を
設
置
す
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
浄
化
槽
の
設
置
や

維
持
管
理
は
市
が
主
体
と
な
っ
て

行
い
、
宅
内
排
水
設
備
等
の
工
事

は
個
人
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

  

ま
た
、
申
し
込
み
か
ら
施
工
ま

で
２
、
３
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す

の
で
、
期
限
内
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
設
置
条
件

  

浄
化
槽
設
置
後
、
年
度
内
に
使

用
す
る
こ
と

◆
分
担
金
お
よ
び
使
用
料

  

浄
化
槽
設
置
後
は
、
受
益
者
分

担
金
と
維
持
管
理
に
係
る
費
用
と

し
て
使
用
料
が
か
か
り
ま
す
。

＊
５
人
槽

　

受
益
者
分
担
金　
　
　

11
万
円

　

使
用
料（
月
額
）５
，
２
５
０
円

＊
７
人
槽

　

受
益
者
分
担
金　
　
　

13
万
円

　

使
用
料（
月
額
）６
，
３
０
０
円

＊
10
人
槽
　

　

受
益
者
分
担
金　
　
　

16
万
円

　

使
用
料（
月
額
）７
，
３
５
０
円

◆
工
事
予
定
時
期

　

６
月
〜
11
月
頃

◆
募
集
期
限

　

11
月
30
日（
金
）

【
問
合
せ
】

　

市
上
下
水
道
部
下
水
道
課
（
水

　

道
庁
舎
内
）　

３
５
‐
２
２
５

　

３
、
ま
た
は
各
地
域
局
産
業
建

　

設
課　

浄
化
槽
の
設
置
を
希
望
す
る
場
合
は
、
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
下
水
道
事
業
認
可
・
集
落
排
水
事
業
区
域
以
外
の
地
域
に
お
住
ま

い
で
、
浄
化
槽
の
設
置
を
希
望
す
る
場
合
は
、
補
助
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
平
鹿
・
雄
物
川
地
域
で
は
、
市
が
浄
化
槽

を
設
置
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。  

市
で
は
環
境
に
優
し
く
、
電

気
代
も
安
く
な
る
、
低
炭
素
型

浄
化
槽
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

歴　史

 

ＨＰページ番号／000001677
　

後
三
年
合
戦
に
つ
い
て
『
払
田

柵
か
ら
金
沢
柵
へ
』
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
講
演
会
と
座
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

◆
日
時

　

３
月
18
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

　

後
４
時
10
分

◆
場
所

　

美
郷
町
公
民
館
『
ま
な
び
お
ん

　

美
郷
』（
美
郷
町
仙
南
庁
舎
隣
）

◆
内
容

＊
山
形
博
康
氏
（
美
郷
町
教
育
委

　

員
会
）
に
よ
る
講
演
『
美
郷
町

　

域
に
お
け
る
古
代
遺
跡
の
様
相
』

＊
市
か
ら
の
報
告
『
横
手
市
陣
館

　

遺
跡
と
金
沢
柵
周
辺
古
代
遺
跡

　

の
様
相
』

＊
荒
木
志
伸
氏
（
山
形
大
学
准
教

　

授
）
に
よ
る
講
演
『
在
地
勢
力

　

の
勃
興
』

＊
座
談
会
『
払
田
柵
か
ら
金
沢
柵

　

へ
』
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

　

高
橋
学
氏
（
秋
田
県
教
育
委
員 
 
 

 

会
）

【
問
合
せ
】

　

市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課

　
（
か
ま
く
ら
館
内
）

　
　

３
２
‐
２
４
０
３

平
成
23
年
度
後
三
年
合
戦
金
沢
柵
公
開
講
座
の
開
催

森　林

 

ＨＰページ番号／000008697
　

森
林
法
の
改
正
に
よ
り
、
４
月

以
降
、
森
林
の
土
地
の
所
有
者
と

な
っ
た
方
は
、
市
に
届
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

◆
届
出
対
象
者　

　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買

や
相
続
等
に
よ
り
森
林
の
土
地
を

取
得
し
た
方
は
、
面
積
に
関
わ
ら

ず
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
届
出
事
項　

　

届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前
所

有
者
の
住
所
氏
名
、
所
有
者
と
な

っ
た
年
月
日
、
所
有
権
移
転
の
原

因
、
土
地
の
場
所
・
面
積
・
用
途

等
を
記
載
し
ま
す
。

　

添
付
書
類
と
し
て
、
登
記
事
項

証
明
書
（
写
し
も
可
）
ま
た
は
、

土
地
売
買
契
約
書
な
ど
権
利
を
取

得
し
た
こ
と
が
分
か
る
書
類
の
写

し
、
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面
が

必
要
で
す
。

◆
届
出
期
間　

  

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か

ら
90
日
以
内
に
取
得
し
た
土
地
の

市
町
村
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
提
出
先
】

　

市
産
業
経
済
部
農
林
整
備
課（
県

　

平
鹿
地
域
振
興
局
内
） 　

３
２

　

‐
２
１
１
４
、
ま
た
は
各
地
域

　

局
産
業
建
設
課

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

税　金
　

市
で
は
、
軽
自
動
車
税
の
納
税

通
知
書
を
毎
年
５
月
上
旬
に
送
付

し
て
い
ま
す
が
、
例
年
、
「
知
人

へ
譲
っ
た
の
に
、
ま
た
自
分
に
納

付
書
が
届
い
た
」、「
処
分
を
し
た

が
、
納
付
書
が
届
い
た
」
と
い
っ

た
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
で
軽
自
動
車
等
を
所
有
し
て
い

る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
市
民
税

課
や
自
家
用
自
動
車
協
会
に
名
義

変
更
や
廃
車
届
を
提
出
し
な
い
と
、

前
の
所
有
者
に
納
税
通
知
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
名
義
変
更
届

や
廃
車
届
は
必
ず
３
月
末
日
ま
で

に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
農
作
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
、

コ
ン
バ
イ
ン
、
乗
用
田
植
機
等
の

小
型
特
殊
自
動
車
も
軽
自
動
車
の

登
録
を
し
て
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

【
市
民
税
課
・
地
域
局
に
届
出
す
る

軽
自
動
車
等
】

＊
１
２
５
cc
以
下
の
原
動
機
付
自

　

転
車

＊
ミ
ニ
カ
ー
（
三
輪
以
上
50
cc
以

　

下
）

＊
小
型
特
殊
自
動
車
・
農
耕
作
業

　

用
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど　

【
問
合
せ
】

　

市
財
務
部
市
民
税
課　

３
２
‐

　

２
５
１
０
ま
た
は
各
地
域
局
地

　

域
振
興
課
税
務
担
当

【
自
家
用
自
動
車
協
会
に
届
出
す
る

軽
自
動
車
等
】

＊
１
２
５
cc
を
超
え
る
二
輪
車

＊
軽
自
動
車
（
四
輪
・
三
輪
）

＊
雪
上
車

【
問
合
せ
】

　

横
手
地
区
自
家
用
自
動
車
協
会

　
（
県
南
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　

３
２
‐
１
３
７
１

軽
自
動
車
税
の
課
税
は
４
月
１
日
が
基
準
日
で
す

ＨＰページ番号／000001269
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市政情報便市政情報便  市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ 

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページＩＤを入力すると関連情報がご覧いただけます

灯油の流出事故に注意しましょう！灯油の流出事故に注意しましょう！

　ホームタンクからの灯油の流出事故が多発してい
ます。灯油をホームタンクから注油する際の不注意
や除雪作業による配管の破損が主な原因になってい
ます。
　また、油が流出した場合の処理費用は、原則とし
て流出させた方が負担することになります。流出事
故が発生した場合は、油の拡散防止に努め、速やか
に消防署、または最寄りの地域局まで連絡してくだ
さい。
◆問合せ／市消防本部予防課　32-1218

 ＨＰページ番号000002015ＨＰページ番号000002015

犬の飼い方にご注意を！犬の飼い方にご注意を！
 ＨＰページ番号000005840ＨＰページ番号000005840

浄化槽

市　報ＨＰページ番号／000008898 市営住宅
　

◆
入
居
条
件
／
公
営
住
宅
法
に
定

　

め
る
入
居
資
格
を
有
す
る
方
で

　

す
。
事
前
に
市
建
築
住
宅
課
で

　

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
も
確
認
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
家
賃
は
所
得
額
に
よ
っ

　

て
異
な
り
ま
す
。

　

※
暴
力
団
員（
同
居
者
を
含
む
）

　

は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

◆
申
込
方
法
／
市
建
築
住
宅
課
窓

　

口
ま
た
は
各
地
域
局
産
業
建
設

　

課
で
入
居
希
望
者
本
人
と
面
談

　
を
行
い
ま
す
。
申
込
書
に
必
要

　

書
類
を
添
付
し
て
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い（
郵
送
不
可
）。

　

※
申
込
者
多
数
の
場
合
、
抽
選

　

と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
期
間
／
３
月
５
日（
月
）〜   

　

13
日（
火
）

◆
抽
選
会
／
３
月
28
日（
水
）の
予

　

定
（
入
居
条
件
を
満
た
す
方
に

　

連
絡
し
ま
す
）

◆
入
居
時
期
／
４
月
17
日（
火
）以

　

降
【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

市
建
設
部
建
築
住
宅
課
（
県
平

　

鹿
地
域
振
興
局
内
）

　
　

３
５
‐
２
２
２
４
、
ま
た
は

　

各
地
域
局
産
業
建
設
課
（
午
前

　

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
、

　

土
・
日
は
除
く
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す 

　
〜
申
し
込
み
は
３
月
13
日
ま
で
〜

ＨＰページ番号／000005891

①公営住宅
名　　称

七日市住宅
田町団地
西野団地住宅１号棟
上掵（かみはば）住宅
上掵（かみはば）住宅
十五野住宅
ニュータウンいわせ

築年度
Ｓ56
Ｈ16
Ｈ７
Ｓ55
Ｓ57
Ｓ51
Ｈ８

間取り
２ＬＤＫ
２ＬＤＫ
３ＬＤＫ
３ＤＫ
３Ｋ
２ＤＫ
３ＬＤＫ

家賃（円）
15,200～
20,900～
26,000～
11,900～
15,300～
10,000～
17,600～

        建築様式
 　   ３階建ての２階
　　　木造平屋建て
　 　 ３階建ての１階
　 　 ２階建て（集合）
　　　２階建て（集合）
　　　２階建て（集合）
　　　木造２階建て

募集戸数
１
１
１
１
１
１
２

地域名

大　森

山　内

横　手

十文字

増　田

③定住促進住宅

 
名　　称

南相野々住宅
築年度
Ｈ17

間取り
２ＬＤＫ

家賃（円）
49,000

募集戸数
１

建築様式
木造２階建て 

地域名
山　内

②特定公共賃貸住宅

 
名　　称

田町団地
特定西野住宅

築年度
Ｈ16
Ｈ10

間取り
２ＬＤＫ
１ＬＤＫ

家賃（円）
51,100～
30,000

募集戸数
１
２

建築様式
木造平屋建て　

３階建ての１階、２階
 

地域名
増　田
大　森

　

平
成
24
年
度
の
市
報
に
有
料
広

告
を
掲
載
す
る
た
め
に
、
広
告
の

募
集
お
よ
び
広
告
掲
載
申
し
込
み

の
業
務
を
行
う
広
告
代
理
店
を
募

集
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
業
務
内
容
・
期
間

　
『
市
報
よ
こ
て
』の
平
成
24
年
５

月
１
日
号
か
ら
平
成
25
年
４
月
１

日
号
ま
で
に
掲
載
す
る
広
告
の
募

集
お
よ
び
掲
載
申
し
込
み
に
要
す

る
期
間

◆
広
告
代
理
店
申
請
条
件

 

次
の
３
項
目
を
す
べ
て
満
た
す

者

 
 ①

横
手
市
入
札
参
加
有
資
格
者
名

　

簿
（
物
品
・
役
務
）
登
録
者

②
市
内
に
引
き
続
き
３
年
以
上
営

　

業
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る 
 
 

 

者
③
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

◆
応
募
方
法

　
広
告
代
理
店
申
請
書
に
所
定
事

項
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添

付
し
て
市
長
公
室
広
報
・
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
担
当
（
本
庁
南

庁
舎
）
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
期
限

　

３
月
９
日
（
金
）
午
後
５
時

◆
広
告
代
理
店
の
指
定

　

見
積
額
を
勘
案
し
、
応
募
者
の

中
か
ら
１
者
を
広
告
代
理
店
に
指

定
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

市
総
務
企
画
部
市
長
公
室
（
本

　

庁
南
庁
舎
内
）

　
　

３
５
‐
２
１
６
２　

市
報
の
広
告
代
理
店
を
募
集
し
ま
す

　ペットとして飼われている犬に関する苦情が寄せ
られています。ペットは飼い主に安らぎを与えてく
れますが、飼い方によっては周囲に迷惑をかけるこ
とがあります。マナーを守った飼い方にご協力くだ
さい。
＊散歩の際は引き綱（リード）を付け、周囲に危害
　を加えたり、迷惑をかけたりしないよう十分注意
　しましょう。
＊人が通る場所に犬をつなぐのはやめましょう。
＊路上へのフンの放置は大変迷惑になります。袋な
　どに入れて持ち帰りましょう。
◆問合せ
　市健康福祉部健康推進課（横手
　保健センター内）　33-9600

※
広
告
掲
載
の
仕
様
や
申
請
書
、

必
要
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市長面会日のお知らせ

◆日　　時／３月23日(金)午前９時～10時30分
◆面会人数／６人(１人につき15分程度）　
◆申込期限／３月19日(月)午後５時
◆申 込 み／市総務企画部市長公室
            秘書・政策調整担当     
            　35-2111（内線1033、1034）

【
市
内
の
空
間
放
射
線
量
】

◆
期
間
／
１
月
21
日
〜
2
月
20
日

◆
場
所
／
横
手
消
防
署
・
雄
物
川

　

分
署
・
十
文
字
分
署　

◆
結
果
／
０
・
０
３
〜
０
・
０
８

　

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時

ＨＰページ番号／000001406住宅補助
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
を

ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
２
月
20
日
現
在
の
補

助
事
業
の
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

◆
申
請
件
数

  

９
７
６
件

◆
補
助
決
定
額

  

８
，
７
３
２
万
９
千
円
（
１
件   

  

当
た
り
平
均
補
助
金
額
８
万
９

　

千
円
）

◆
補
助
金
残
額

　

１
，
２
６
７
万
１
千
円

【
問
合
せ
】

　

市
建
設
部
建
築
住
宅
課
（
県
平

　

鹿
地
域
振
興
局
内
）

  　

３
５
‐
２
２
２
４　

平
成
23
年
度
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
事
業
の
状
況
報
告

  

申
請
は
工
事
着
手
前
に
行
い
、

３
月
末
ま
で
に
工
事
完
了
の
実

績
報
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　４月１日に開校する横手明峰中学校を一般公開し
ます。

◆日　時／３月18日（日）午前10時～午後３時　　　　
　※見学される方は、内履きをご持参ください。　
◆問合せ／市教育委員会学校統合推進課
        　 （かまくら館内）　35-2145

横手明峰中学校を一般公開します

【市有地の売却】
　市有地の購入を希望される方は、市財務部管財課
までお申し込みください。

◆問合せ／市財務部管財課（本庁北庁舎内）
　　　　　　35-2168

所 在 地

①大森町八沢木字本木100番11
②安田字八王寺65番67　外１筆
③安田字八王寺65番69　外２筆
④雄物川町造山字十足馬場210番１
⑤雄物川町造山字十足馬場210番18
⑥増田町吉野字中嶋ノ上55番

面　積
　 285.04㎡ （約86坪）
　 330.56㎡（約100坪）
   426.12㎡ （約129坪）
   671.21㎡ （約203坪）
　 764.55㎡（約231坪）
　  1,789㎡（約541坪）

売却価格
　 344,898円（1,209円/㎡）
 1,532,972円 （4,637円/㎡）
 1,863,210円 （4,372円/㎡）  
 2,055,287円 （3,062円/㎡)  
 2,302,286円 （3,011円/㎡) 
 1,577,898円  （882円/㎡）

地　目

宅　地
宅　地
宅　地
宅　地
宅　地
雑種地

所 在 地
大森町字町回213番22

団地名
さくら団地

残区画数
１

面　積
335.28㎡（約102坪）

価　格
3,448,000円（10,300円/㎡）

【分譲地の販売】
　横手市土地開発公社は、分譲地を販売しています。
移住や子育てなどを支援するため、分譲価格の25％
割引き制度があります。

詳しくは、市ホームページをご覧ください。
◆問合せ／横手市土地開発公社（事務局：本庁北庁舎
　　　　　財務部管財課内）　35-2168　　 

ＨＰページ番号000001232、000001400ＨＰページ番号000001232、000001400
市有地の売却と市土地開発公社の分譲地販売市有地の売却と市土地開発公社の分譲地販売
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秋田県南では初の認定

　ＮＰＯ法人地域活性化支援センターでは、全国の観光
地域の中からプロポーズにふさわしいロマンチックなス
ポットを『恋人の聖地』として選定し、地域の新たな魅
力づくりや情報発信、地域間の連携による地域活性化を
目的とした活動を行っています。この『恋人の聖地』認
定に向け、横手市観光協会が中心となって取り組んだと
ころ、かまくら館が認められ、２月14日に認定記念式典
が行われました。県内では秋田市のポートタワーセリオ
ンに次ぐ２番目の認定となります。式典には選定委員の
１人であるブライダルファッションデザイナーの桂由美
さんがかけつけ、一緒に認定を祝いました。
　かまくら館は、今後、愛の告白スポットとしても全国
から注目を浴びそうです。この場所でプロポーズを受け、
結婚へと結びつくカップルが誕生する日はそんなに遠く
はないのかもしれません。

■全国で108番目の『恋人の聖地』に（横手）

１_かまくら室に作られた入口がハ
ート型の『ラブかま』　２_「かま
くらの中でプロポーズされたら一
生忘れられないだろう」と話す桂
由美さん　３_打川横手市観光協会
会長（左）、五十嵐市長（中央）、
桂由美さん（右）の３人で行った
『恋人の聖地』プレートの序幕

入院患者さんに癒しの空間を （横手） （横手）

  ２月12日、入院中の方々にも雪まつりの雰囲気を楽
しんでもらおうと、ミノル工業㈱、㈱半田工務店、㈲
泉谷土木、㈱最上田組、㈲横手クリーンセンターの皆
さんが、平鹿総合病院近くにミニかまくらを制作。時
折激しい吹雪に見まわれる中、約1,100個のミニかまく
らを完成させ、２月12・13日に明かりが灯されました。

早く１年生になりたいな

　２月11日、横手市民会館で横手市入学おめでとう大
会が開催され、約480人の親子が参加。この春、小学１
年生になる子どもたちは、佐藤副市長の「入学は楽し
みですか」の呼びかけに、元気に返事をしていました。
また、朝倉小学校スクールバンドの皆さんが音楽演奏
や学校紹介をし、新１年生の入学を歓迎しました。

２２

３３

１１

■第21回あきた十文字映画祭（十文字）

秀作の上映に、多くの来場者

　２月17日から19日にかけて、あきた十文字映画祭が十
文字文化センターで開催されました。21回目となる今回
は、新鋭監督作品や名優・原田芳雄さんの遺作『大鹿村
騒動記』などの邦画14作品が上映されました。
　はじめに十文字地域の方々が出演し〝地域への想い〟
を語った、スタッフ自作映像が銀幕に写され映画祭がス
タート。オープニングで映画祭実行委員会の小川孝行代
表は「会場に足を運んでくださる皆さんの力が、映画祭
のパワーになっている」とあいさつしました。　
　各作品の上映前後には、『ヘソモリ』に出演した主役の
永島敏行さんや祖父役の若林豪さん、『吉祥寺の朝日奈く
ん』の主役・桐山漣さんなど監督や出演者が舞台あいさ
つを行い、映画への思いや撮影時のエピソードを披露。
初参加となる若林さんは「この映画祭は地域の一つの文
化。地元の良さを発信するきっかけとなっている」と映
画祭への感想を話してくれました。

１_２_３_各映画ごとに行われた舞台あいさつ。永島敏行さん（右）若林
豪さん（中央）桐山漣さん(左） ４_多くの人でにぎわう映画祭の会場

１１２２３３

４４

横
手
市
長　

五
十
嵐 

忠
悦

横
手
市
長　

五
十
嵐 

忠
悦

魅
力
あ
る
職
場
と
地
域
の
創
造
に

向
け
て

市
長
コ
ラ
ム
 
①

市
長
コ
ラ
ム
 
①2020

い
ど
む

い
ど
む

　　

２
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
、
横
手
明
峰

中
学
校
に
統
合
と
な
る
大
雄
、
大
森
、
雄

物
川
の
３
つ
の
中
学
校
の
閉
校
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
式
典
に
個
性
が

あ
り
、
改
め
て
地
域
に
お
け
る
学
校
の
存

在
感
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
だ

け
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
〝
閉
校
〞
に
寄
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雑
な
思
い
を
十
分
に
酌
み
取
り
、

横
手
明
峰
中
学
校
の
ス
タ
ー
ト
や
そ
の
後

の
学
校
運
営
に
生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
閉
校
式
で
は
、
生
徒
た
ち
の
ふ
る

さ
と
へ
の
愛
着
が
感
じ
と
れ
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た
。
学

校
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動
が
地
域
と
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の
も

と
で
成
り
立
っ
て
い
る
証
と
い
え
る
か
も

し
れ
ま
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ん
。
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生
徒
た
ち
が
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将
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ど
の
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な
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こ
の
地
域
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関
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を

持
つ
の
か
と
い
う
こ
と
に
思
い
を
巡
ら
す

と
、
い
ま
取
り
組
む
べ
き
こ
と
が
見
え
て

く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
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く
の
可
能
性
を
秘
め
た
子
ど
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た
ち

を
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域
に
縛
り
付
け
て
お
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ん
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期
待
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え
ら
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地
域
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進
め
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が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
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と
り
も
な
お
さ
ず

雇
用
の
創
出
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
新
年
度
で
は
新
た
な
起
業
支

援
策
と
横
手
市
へ
の
移
住
を
考
え
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い
る

方
々
を
支
え
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強
化
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ざ
し
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開
会
中
の
３
月
定
例
市
議
会
に
予
算
と
事

業
内
容
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
そ
の
対
象

と
な
る
の
は
、
横
手
に
生
ま
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た
人
だ
け

で
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く
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の
地
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ざ
ま
な
可
能
性

に
挑
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す
る
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欲
を
持
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す
べ
て
の
人
で

あ
り
、
横
手
に
〝
ご
縁
〞
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
人
を
い
か
に
増
や
せ
る
か
が
重
要

な
カ
ギ
を
握
り
ま
す
。

　

言
い
替
え
る
な
ら
、
横
手
を
元
気
に
し

て
く
れ
る
人
財（
材
）を
発
掘
し
、
誘
致
す

る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
企
業
誘
致
な
ら
ぬ
〝
人
財
誘
致
〞
の

具
体
的
な
方
法
を
見
つ
け
出
し
、
情
報
発

信
力
を
強
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

横
手
に
興
味
を
抱
く
人
を
待
つ
の
で
は
な

く
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
働
き

か
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
生
・
横
手
明
峰
中
学
校
が
歴
史
を
刻

み
始
め
る
今
年
は
、
よ
り
多
く
の
人
が
力

を
発
揮
で
き
る
魅
力
あ
る
職
場
や
地
域
の

創
造
に
向
け
た
、
新
た
な
取
り
組
み
を
始

め
る
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　
　
　
　
　

黒
田
杏
子
先
生
選

　
　
　

【
幼
児
・
小
学
生
部
門
】

「
か
ま
く
ら
の
中
で
ね
む
っ
て
み
た
い
な
ぁ
」

 　
　

土
谷
琉
偉
（
睦
合
小
５
年
）

「
雪
景
色
そ
れ
が
ぼ
く
ら
の
ふ
る
さ
と
だ
」

　
　
　

藤
原
斗
磨
（
十
文
字
第
二
小
５
年
）

「
雪
の
朝
屋
根
か
ら
聞
こ
え
る
祖
父
の
声
」

  

鈴
木
千
逸
（
睦
合
小
６
年
）

【
中
学
・
高
校
生
部
門
】

「
初
雪
を
家
族
み
ん
な
で
見
つ
め
て
る
」

柴
田
周
哉
（
平
鹿
中
３
年
）

「
来
年
は
横
手
の
雪
空
思
い
出
す
」

　

     

鎌
田
潤
平
（
増
田
高
３
年
）

「
か
ま
く
ら
が
夜
の
横
手
を
て
ら
し
だ
す
」

佐
藤
浩
輝
（
横
手
清
陵
中
２
年
）

【
一
般
部
門
】

「
地
震
の
地
へ
越
ゆ
る
な
雪
よ
出
羽
に
積
め
」

宮
野
栄
子
（
横
手
）

「
初
孫
が
や
っ
て
く
る
ん
だ
雪
だ
る
ま
」

福
田
清
廣
（
大
森
）

「
遺
さ
れ
て
雪
掻
く
力
養
へ
り
」

明
沢
榮
子
（
横
手
）

　【
幼
児
・
小
学
生
部
門
】　

石
川
敦
也
（
十
文
字

第
一
小
３
年
）、羽
川
征
秀
（
睦
合
小
６
年
）、菊

池
千
登
（
雄
物
川
北
小
４
年
）、齊
藤
万　

（
大

森
小
５
年
）、須
藤
風
華
（
金
沢
小
３
年
）

【
中
学
・
高
校
生
部
門
】　

畠
山
雄
多
（
横
手
清

陵
中
１
年
）、高
橋
歩
美
（
横
手
清
陵
高
１
年
）、

小
原
翔
太
（
横
手
西
中
３
年
）、佐
々
木
雄
紀

（
増
田
高
３
年
）、小
川
桃
子
（
横
手
養
護
学
校

高
等
部
３
年
）

【
一
般
部
門
】　

大
坂
冬
洋
（
横
手
）、伊
藤
ル
ミ

子
（
大
森
）、渡
部
容
子
（
平
鹿
）、佐
々
木
秀
和

（
山
内
）、伊
藤
奈
穂
子
（
横
手
）

中
原
道
夫
先
生
選

　
　
　

【
幼
児
・
小
学
生
部
門
】

「
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
最
後
の
別
れ
雪
晴
れ
て
」

　
　
　

阿
部
花
梨
（
増
田
小
５
年
）

「
か
ま
く
ら
は
冬
の
入
口
な
ん
だ
っ
て
」

 　
　

杉
山
春
妃
（
十
文
字
第
一
小
４
年
）

「
雪
の
色
目
に
焼
き
つ
け
て
春
を
待
つ
」

  

高
田
あ
か
り
（
雄
物
川
北
小
６
年
）

【
中
学
・
高
校
生
部
門
】

「
雪
道
を
走
る
母
の
目
ケ
モ
ノ
の
目
」

相
馬
響
（
横
手
清
陵
中
１
年
）

「
雪
囲
自
由
を
取
ら
れ
し
木
々
の
声
」

松
川
雪
子
（
横
手
南
中
２
年
）

「
あ
の
頃
の
わ
た
し
に
な
れ
る
雪
遊
び
」

 

遠
藤
萌
香
（
横
手
南
中
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一
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門
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「
遺
さ
れ
て
雪
掻
く
力
養
へ
り
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明
沢
榮
子
（
横
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駆
落
ち
は
雪
が
融
け
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ら
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る
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國
弘
二
（
十
文
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「
雪
う
さ
ぎ
雪
よ
り
白
く
で
き
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る
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小
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史
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２
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な
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田
高

３
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）、木
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）
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今
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洋
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（
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麗
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四
露
（
横
手
）、渡
部
郁
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平
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十
文
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）
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こ
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に
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た
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過
去
最
多
５
，
２
９
２
句
の
作
品
が
寄
せ

ら
れ
た
「
雪
を
う
た
う
」
市
民
俳
句
大
会
の

選
考
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

　

過
去
最
多
５
，
２
９
２
句
の
作
品
が
寄
せ

ら
れ
た
「
雪
を
う
た
う
」
市
民
俳
句
大
会
の

選
考
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果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
敬
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）

第
十
四
回

「
雪
を
う
た
う
」市
民
俳
句
大
会

横
手
地
域
元
気
の
出
る
地
域
づ
く
り
事
業 

特
選
特
選

秀
逸
秀
逸

特
選
特
選

秀
逸
秀
逸

『
特
選
』『
秀
逸
』入
賞
者
表
彰
式

◎
日
時
／
３
月
11
日（
日
）午
前
10
時

◎
場
所
／
Ｙ（
わ
い
わ
い
）ぷ
ら
ざ

※
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
横
手
中
央
公
民
館 　

３
２
‐
３

　

１
３
７

２

 「雪をうたう」市民俳句大会／市長コラム
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新山　拓郎さん
にいやま　たくろう（24歳・平鹿）

　

拓
郎
さ
ん
は
、
家
業
の
新
山
食
品
加
工
場
で

秋
田
の
食
生
活
に
欠
か
せ
な
い
麹
や
み
そ
な
ど

を
製
造
し
て
い
ま
す
。
ご
自
身
の
仕
事
に
つ
い

て
「
伝
統
製
法
を
両
親
や
従
業
員
の
人
た
ち
と

守
っ
て
い
ま
す
。
春
先
は
麹
作
り
に
加
え
、
み

そ
の
樽
仕
込
み
も
行
う
た
め
、
午
前
３
時
頃
か

ら
作
業
を
始
め
ま
す
。
発
酵
食
品
は
、
気
温
や

湿
度
な
ど
自
然
条
件
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、そ
の
難
し
さ
が
探
求
心
に
つ
な
が
り
ま
す
」

と
奥
深
い
作
業
内
容
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
「
首
都
圏
で
の
物
産
展
に
出
店
す
る
こ

と
も
あ
り
、
販
路
拡
大
だ
け
で
な
く
、
発
酵
食

品
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て
い
ま
す
」
と
話

す
拓
郎
さ
ん
か
ら
は
、
仕
事
へ
の
一
途
な
情
熱

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

◆
学
生
時
代
の
思
い
出

　

身
長
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

瞬
発
力
を
磨
き
、
中
学
・
高
校
と
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。
サ
イ
ド
ア
タ
ッ
カ
ー

と
し
て
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
試
合
に
出
た
こ
と
が
、

今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。

　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。新山さんは、前回
の杉山さんからのご紹介です。

 

  

群
馬
県
渋
川
市
出
身
の
智
美
さ

ん
は
、
夫
の
豪
さ
ん
と
の
結
婚
を

機
に
横
手
に
住
み
始
め
、
間
も
な

く
10
年
目
を
迎
え
ま
す
。
「
渋
川

市
は
日
本
列
島
の
真
ん
中
に
位
置

し
て
い
る
こ
と
か
ら
毎
年
『
渋
川

へ
そ
祭
り
』
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
伊
香
保
温
泉
に
代
表

さ
れ
る
観
光
の
ま
ち
で
す
」
と
ふ

る
さ
と
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

遼
太
さ
ん
（
７
歳
）
と
拓
真
さ

ん
（
５
歳
）
の
二
人
の
お
子
さ
ん

に
恵
ま
れ
た
智
美
さ
ん
。
「
家
族

で
ス
キ
ー
に
出
か
け
た
り
、
か
ま

く
ら
な
ど
の
小
正
月
行
事
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
春
に
主
人
と
一
緒

に
ワ
ラ
ビ
な
ど
の
山
菜
を
採
り
に

行
く
こ
と
を
、
今
か
ら
心
待
ち
に

し
て
い
ま
す
」
と
温
か
い
家
族
の

様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

会
社
員
の
豪
さ
ん
の
実
家
は
、

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
を
栽
培
し
て
い
る

農
家
で
智
美
さ
ん
も
農
繁
期
に
は

作
業
の
手
伝
い
を
す
る
そ
う
で
す
。

「
実
家
の
野
菜
は
も
ち
ろ
ん
、
横

手
の
野
菜
や
果
物
は
と
て
も
新
鮮

で
驚
き
ま
し
た
」
と
目
を
輝
か
せ

ま
す
。
「
こ
れ
か
ら
も
横
手
の
豊

か
な
自
然
環
境
の
も
と
で
、
子
ど

も
た
ち
の
自
主
性
を
尊
重
し
た
子

育
て
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
す
姿
は
、
お
子
さ
ん
た
ち
へ
の

愛
情
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

    笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい

　大雄書道会は、旧大雄村教育委員会主催の書道
教室がきっかけとなり、平成15年８月に結成され
たサークルです。
　現在会員は15人。大雄公民館を主な活動場所に
毎月第２・４火曜日の午後１時30分から２時間半、
藤原瑛翠先生の指導で月ごとの課題に取り組みな
がら、昇段試験や生涯学習発表会での展示に向け
書写に励んでいます。大雄書き初め大会や秋田県
新春書き初め席書大会にも参加し、平成18年から
は小学生向けの教室も行っています。
　「先生の指導のおかげで、上達が実感できます。
心を落ち着かせ『書』に向かうので、集中力も付き
ました」と会員の皆さんは笑顔を見せます。
　会長の松下さんは「墨のにおいに癒され、筆を
運ぶ時には何もかも忘れ集中できます。初心者に
も丁寧に指導しますので、興味のある方は、一度
教室を見学に来てください」と話していました。
◆問合せ 大雄生涯学習センター　52-3907

材料（４人分）
○アスパラ菜…200g ○ツナ缶…40g ○赤パプリカ…1/2個
○エノキ茸…200g　○卵…１個　○ごま油…小さじ1/2
○麺つゆ…小さじ２　○練りカラシ…少々

作り方
①アスパラ菜、エノキ茸は３㌢程に切り、茹でてざるに
　あげて冷ましておく。
②赤パプリカは千切りにしてさっと茹でる。
　※水にさらさない
③ツナ缶は汁気をきっておく。
④卵はときほぐし、ごま油で炒り卵にする。
⑤①から④の材料をボールに入れ、麺つゆ・練りカラシ
　で和えて、器に盛り付ける。

◎今月の紹介者

旬の地産食材で健康づくり

食と農からのまちづくり

１人分の栄養素
エネルギー  86.0kcal
タンパク質   6.7g
脂　　　質   3.3g
塩　    分   0.4g

主食/黄色

副菜/緑色

食事バランスガイド

主菜/赤色

牛乳・乳製品
/むらさき色

果物
/青色

1

212

2 3 4 5

3 4 5 6

2 3 4 5 6 7

1

　十文字地域を中心に、
無農薬栽培されているア

スパラ菜。茎の部分がアスパラガ
スの風味に似ていて、クセが無く
食べやすい野菜です。冬の農閑期
の作物として、キュウリ用ハウス
を利用して始めたのがきっかけと
なり、栽培して15年程になります。
12月から３月まで、県内を中心に
関東にも出荷しています。
（JA秋田ふるさと・アスパラ菜部会長・菊地哲雄さん・十文字）

2

 

アスパラ菜とツナの菜種和え

　今月の食材　　  『アスパラ菜』

1

1

『大雄書道会』
書道サークル（大雄）

横手市食生活改善推進協議会
十文字支部
渡邊桂子さん（十文字・新佐吉開）
　春らしい色鮮やかな和え物です。材
料を熱いうちに混ぜ合わせると、味が
よくしみこみ美味しくできます。
　アスパラ菜は風邪予防に効果のある
ビタミンＣや貧血予防に欠かせない鉄
分が豊富です。また、不足しがちな食
物繊維を多く含む緑黄色野菜です。

えい すい

寿松木　智美さん
すずき　ともみ(39歳・横手）

り
ょ
う
た

群馬県

■面積　240.42k㎡
■人口　83,780人
■世帯　31,308世帯

長野

渋川市

山梨

栃木

埼玉

群馬県

た
け
し

た
く
ま

こ
う
じ

 



　
　

大
型
小
売
店
舗
新
設
に
関
す

　
　

る
届
出
書
を
縦
覧
中
で
す

　

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ

き
、
横
手
町
字
四
ノ
口
に
建
設
予
定

の
『
バ
ザ
ー
ル
横
手
店
（
仮
称
）
』

の
店
舗
図
面
、
運
営
方
法
、
交
通
資

料
な
ど
を
縦
覧
し
て
い
ま
す
。
ど
な

た
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
縦
覧
場
所
／
市
産
業
経
済
部
商
工

　

労
働
課
（
県
平
鹿
地
域
振
興
局
庁

　

舎
１
階
）

◆
縦
覧
期
間
／
６
月
４
日（
月
）ま
で

　

※
土
日
・
祝
日
は
休
み

◆
問
合
せ
／
市
産
業
経
済
部
商
工
労

　

働
課　

３
２
‐
２
１
１
５

　
　
『
よ
こ
い
ち
。』３
月
の
テ
ー
マ

　
　

は『
発
酵
文
化
と
日
本
酒
』

　

宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用
し
て
、

毎
月
第
３
日
曜
日
に『
よ
こ
い
ち
。』

を
開
催
し
て
い
ま

す
。
横
手
市
が
誇

る
発
酵
文
化
を
学

び
、
発
酵
食
品
を

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
の
場
で

日
本
酒
も
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
公

共
交
通
機
関
な
ど
を
利
用
し
て
の
来

場
を
お
勧
め
し
ま
す
。
詳
し
く
は『
よ

こ
い
ち
。』
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
！

◆
日
時
／
３
月
18
日(

日)

午
前
10
時

　

〜
午
後
４
時

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

◆
問
合
せ
／
市
総
務
企
画
部
経
営
企

　

画
課　

３
５
‐
２
１
６
４

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://yoko1.jp/

）

　
　

河
川
内
の
伐
採
木
を
無
料
で

　
　

提
供
し
ま
す

　

直
径
10
〜
15
㌢
、
長
さ
１
０
０
〜

１
８
０
㌢
の
伐
採
木
で
す
。
な
く
な

り
し
だ
い
終
了
し
ま
す
。
ご
自
由
に

お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

◆
期
間
／
３
月
５
日(
月)
〜
９
日(

金)

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
提
供
場
所
／
①
境
大
橋
付
近
（
上

　

境
）、
②
大
鳥
井
橋
付
近
（
睦
成
）

◆
問
合
せ
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
建

　

設
部
工
務
課　

４
５
‐
６
１
６
１

　
　

あ
き
た
環
境
優
良
事
業
所
認

　
　

定
制
度
研
修
会

　

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
工
藤
兼
勝

氏
が
『
環
境
問
題
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
と
事
業
者
の
対
応
・
役
割
』
と
題

し
、
講
演
し
ま
す
。

◆
日
時
／
３
月
９
日(

金)

午
後
２
時

　

〜
４
時

◆
場
所
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局

◆
定
員
／
30
人
※
要
事
前
申
し
込
み

◆
申
込
み
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
あ
き

　

た
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム　
　

０
１
８

　

‐
８
３
９
‐
８
３
０
９

　
　

第
９
回『
か
い
ご
教
室
』に

　
　

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
『
認
知
症
の
方
の
か
い
ご
』に
つ
い

て
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
３
月
13
日(

火)

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分

◆
場
所
／
十
文
字
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
受
講
料
／
無
料

◆
申
込
み
／
横
手
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
本
部
地
域
福
祉
課　

３
６
‐
５

　

３
７
７
ま
た
は
最
寄
り
の
福
祉
セ

　

ン
タ
ー

　
　

平
成
24
年
度

　
　

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

◆
受
験
資
格
／
◎
昭
和
57
年
４
月
２

　

日
か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま

　

れ
の
方
、
◎
平
成
３
年
４
月
２
日

　

以
降
生
ま
れ
で
、
①
大
学
を
卒
業

　

し
た
方
お
よ
び
平
成
25
年
３
月
ま

　

で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

　

方
、
ま
た
は
②
人
事
院
が
①
と
同

　

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

◆
受
付
期
間
／
４
月
２
日（
月
）〜
３

　

日(

火)

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

　

は
４
月
12
日（
木
）ま
で

◆
試
験
日
／
６
月
10
日（
日
）午
前
９

　

時
35
分
〜
午
後
６
時
５
分

◆
試
験
場
所
／
秋
田
大
学
教
育
文
化

　

学
部
３
号
館

◆
問
合
せ
／
秋
田
労
働
局
総
務
部
総

　

務
課
人
事
係

  　

０
１
８
‐
８
６
２
‐
６
６
８
１

　
　

平
成
24
年
度

　
　

国
家
公
務
員
採
用
試
験

【
総
合
職
試
験
】大
学
院
・
大
学
卒
業

程
度

◆
受
付
期
間
／
４
月
２
日（
月
）〜
３

　

日(

火)

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

　

は
４
月
９
日（
月
）ま
で

◆
試
験
日
／
４
月
29
日（
日
）

【
一
般
職
試
験
】大
学
卒
業
程
度

◆
受
付
期
間
／
４
月
10
日（
火
）〜
11

　

日(

水)

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

　

は
４
月
19
日（
木
）ま
で

◆
試
験
日
／
６
月
17
日（
日
）

◆
問
合
せ
／
人
事
院
東
北
事
務
局
第

　

二
課
試
験
係

　
　

０
２
２
‐
２
２
１
‐
２
０
２
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://www.jinji.

　

go.jp/saiyo/saiyo.htm

）

　
　

平
成
24
年
度

　
　

国
税
専
門
官
採
用
試
験　
　

◆
受
験
資
格
／
◎
昭
和
57
年
４
月
２

　

日
か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま

　

れ
の
方
、
◎
平
成
３
年
４
月
２
日

　

以
降
生
ま
れ
で
、
①
大
学
を
卒
業

　

し
た
方
お
よ
び
平
成
25
年
３
月
ま

　

で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

　

方
、
ま
た
は
②
人
事
院
が
①
と
同

　

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

◆
受
付
期
間
／
４
月
２
日（
月
）〜
３

　

日(

火)

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

　

は
４
月
12
日（
木
）ま
で

◆
受
験
案
内
／
横
手
税
務
署
、
仙
台

　

国
税
局
人
事
第
二
課

◆
問
合
せ
／
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

　
　

０
２
２
‐
２
６
３
‐
１
１
１
１
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催　
し

お
知

ら
せ

　
　

秋
田
県
司
法
書
士
会
主
催
の

　
　

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

不
動
産
・
会
社
・
法
人
の
登
記
、

多
重
債
務
、
成
年
後
見
な
ど
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
相
談
日
／
３
月
14
日(

水)

午
後
１

　

時
30
分
〜
３
時
30
分

◆
場
所
／
横
手
商
工
会
議
所

◆
定
員
／
先
着
４
件
※
要
予
約

◆
申
込
み
／
秋
田
県
司
法
書
士
会　

　
　

０
１
８
‐
８
２
４
‐
０
０
５
５

　
（
予
約
専
用
電
話
）

　
　

シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
者
の

　
　

皆
さ
ん
へ　
　

  

特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
期
限
は

平
成
24
年
３
月
31
日
（
消
印
有
効
）

で
す
。
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
平
成
22
年
６
月
16
日
現
在

　

ご
存
命
で
日
本
国
籍
を
有
す
る
方

　

（
同
日
以
降
に
亡
く
な
っ
た
方
は

　

相
続
人
）

◆
受
付
／
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
６

　

時
※
土
日
・
祝
日
は
休
み
で
す
が
、

　

３
月
31
日(

土)

は
受
付
可

◆
問
合
せ
／
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

　

金　

０
５
７
０
‐
０
５
９
‐
２
０

　

４
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
※
Ｉ
Ｐ
電

　

話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
お
か
け
の
場
合

　
　

０
３
‐
５
８
６
０
‐
２
７
４
８

　
　

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　

【
予
備
自
衛
官
補(

一
般
・
技
能
）】

◆
受
付
期
限
／
４
月
４
日（
水
）

◆
受
験
資
格
／
〔
一
般
〕
18
歳
以
上

　

34
歳
未
満
の
方
、
〔
技
能
〕
8
歳

　

以
上
で
保
有
す
る
技
能
に
応
じ
53

　

〜
55
歳
未
満

◆
試
験
日
／
４
月
13
日(

金)

〜
16
日

　

(

月)

の
う
ち
１
日
※
詳
細
は
受
付

　

後
指
定

【
幹
部
候
補
生
】

◆
受
付
期
限
／
４
月
27
日（
金
）

◆
受
験
資
格
／
20
歳
以
上
26
歳
未
満

　

の
方
（
22
歳
未
満
の
方
は
大
学
卒

　

業
ま
た
は
大
学
卒
業
見
込
み
の
方
）

◆
試
験
日
／
５
月
12
日（
土
）・13
日（
日
）

　

※
詳
細
は
受
付
後
指
定

◆
問
合
せ
／
自
衛
隊
横
手
地
域
事
務

　

所　

３
２
‐
３
９
２
０

　
　

第
１
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　

交
流
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

◆
日
時
／
３
月
24
日(

土)

午
前
８
時

　

45
分
受
付
、
午
前
９
時
30
分
競
技

　

開
始

◆
場
所
／
横
手

　

体
育
館

◆
参
加
資
格
／

　

一
般
の
方
で

　

６
人
以
内
の

　

男
女
混
合
チ
ー
ム

◆
参
加
費
／
１
チ
ー
ム
３
，０
０
０
円

◆
申
込
方
法
／
①
１
部
（
中
級
〜
上

　

級
）
、
②
２
部
（
初
級
〜
中
級
） 

　

の
ど
ち
ら
か
を
選
択

◆
定
員
／
①
②
各
先
着
５
チ
ー
ム

◆
申
込
期
限
／
３
月
16
日(

金)

◆
申
込
み
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
よ
こ
て
ス

　

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

３
３
‐
２
１
０
２

2

催　
し

お
知

ら
せ

募　
集

相　
談

お
知

ら
せ

◆市県民税の申告相談が２月１日から始まっています。
　『申告相談日程表』（１月15日号の市報に折り込み）
　を確認のうえ、忘れずに３月15日（木）までに申告し
　てください。
◆未申告の方は、市税の軽減や減免を受けられなくな
　る場合がありますのでご注意ください。
◆横手税務署からの指導で、３月15日を過ぎると確定
　申告書の作成が、市役所ではできなくなります。確
　定申告をされる方は、期限までに申告してください。　
◆申告相談日の日程が不明な方は、下記の各税務担当
　課へお問い合わせください。

平成24年度『市県民税の申告相談』は                
〝３月15日まで〟です

平成24年度『市県民税の申告相談』は                
〝３月15日まで〟です

＊横　手：財務部 市民税課（　32-2510） 
＊増　田：増田地域局 地域振興課（　45-5510） 
＊平　鹿：平鹿地域局 地域振興課（　24-1283）
＊雄物川：雄物川地域局 地域振興課（　22-2111） 
＊大　森：大森地域局 地域振興課（　26-2111）
＊十文字：十文字地域局 地域振興課（　42-5114）
＊山　内：山内地域局 地域振興課（　53-2111）
＊大　雄：大雄地域局 地域振興課（　52-2111）

東日本大震災からもうすぐ１年
災害への備えを点検しましょう
東日本大震災からもうすぐ１年

災害への備えを点検しましょう
【家庭内では】
◎安全な避難場所・避難ルート等を確認しておきましょ
　う。
◎避難時に、病人や子どもの保護を誰が担当するかなど、
　家庭内の役割分担を確認しておきましょう。
◎災害用伝言板サービスの活用など、家族間の連絡手段
　を確認しておきましょう。
【自宅の内外では】
◎家の中や周辺に危険個所がないか定期的に点検してお
　きましょう。
◎家屋、家財道具などの転倒・落下防止等の措置を講じ
　ておきましょう。
◎避難経路の環境整理に努めましょう。
【非常持ち出し袋の準備】
◎懐中電灯、携帯ラジオ、水筒、救急医療用品、貴重品、
　非常食品、常備薬等の非常持ち出し品を準備して、リ
　ュックやカバンにつめておきましょう。
◎非常持ち出し袋は、すぐ持ち出せる場所に準備してお
　きましょう。

－横手警察署・市消防本部・市総務企画部危機管理室－

募　
集

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

講　
座
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地域からのお知らせ 情報～information～

広告広告

　
横手市テニス協会主催『無料初心者テニス教室』
　基本練習や的当てゲームで遊びませんか。詳しくは、
横手市テニス協会のホームページをご覧ください。
●日時／３月17日(土)午前10時～正午 ●場所／雄物川体
育館 ●対象／子どもから大人※申し込み不要、ラケット
貸し出しします　●問合せ／高橋さん 　090-4880-3561
　
自然を愛する皆さんの集い　
●日時／３月18日(日)午後１時～ ●場所／煉瓦屋(寿町) 
●内容／講演『野菜の食べ方と効用』講師：野菜ソムリエ
武田昭子氏・高橋まり子氏、アコースティックギターラ
イブ　●参加費／800円（洋菓子付）※要予約 ●問合せ／
煉瓦屋 　33-2811
　
とっぴんぱらりのプー『第122回昔語りの会』
　かまくら、ぼんでんと冬の行事も終わり、楽しい春の
昔語りはいかがでしょうか。
●日時／３月24日(土)午後１時30分～ ●場所／こうじ庵

（鍛冶町） ●入場料／無料 ●問合せ／尾形さん 　32-0630
　
日本将棋連盟横手支部　月例将棋大会
●日時／３月25日(日)午前９時30分～　●場所／女性セ
ンター  ●参加費／一般1,000円、学生700円（昼食、参加
賞付）●問合せ／中田さん 　32-2479　
　
東日本大震災レクイエム　
～泉谷虚舟 歌集『虹のメルヘン』短歌とコーラスの集い～
●日時／３月31日（土）午後１時30分～　●場所／Ｙ2（わ
いわい）ぷらざ　●入場料／無 料　●問合せ／齋藤さん
　36-2700
　

 　　
南部シルバーエリア　各種イベント案内
【佐藤雅昭氏『防災記録』写真展】入場無料
●期間／３月８日(木)～４月８日(日)、午前９時～午後５時
【料理教室】（豚の角煮・ご飯物・ババロア）
●日時／３月17日(土)午前９時50分～ ●参加費／1,000
円（材料費・保険料込） ●定員／20人 ●持ち物／エプロン 、
筆記用具  ●申込開始／３月１日(木)  ●申込み／南部
シルバーエリア   26-3880
　
横手読書会 ３月例会
●日時／３月８日(木)午後２時～ ●場所／女性センター 
●演題／『東慶寺花だより』から読み解く「駈込寺」あれこれ 
●講師／横手読書会・半田作治会長 ●問合せ／横手図書館 
　32-2662
　　
歌の好きな人集まれ　～思いっきり歌声喫茶～
●日時／３月８日(木)午後７時～ ●場所／煉瓦屋（寿町）
●参加費／1,000円（飲み物、ケーキ付）※要予約 ●予定曲
／贈る言葉他20曲以上 ●申込み／煉瓦屋 　33-2811
　
十文字美術協会有志『2012早春絵画展』（奥・西田・山内作）
●期間／３月９日（金）～18日（日）、午前10時～午後４時
※火曜日休館　●入場料／無料　●場所／『ね・ま～れ』

（十文字駅前通り） ●問合せ／西田さん 　42-2953
　　　

idobata  plazaidobata  plaza
いどばたプラザ

　「いどばたプラザ」は、市民団体やＮＰＯなどからのお知らせを掲載す
るコーナーです。掲載を希望する場合は、発行日の15日前までに内容が
わかるものを市長公室広報担当（連絡先は最終ページに掲載）にお寄せく
ださい。内容や情報量などによって、ご希望に添えない場合もあります。
　イベントの内容は、市のホームページにも掲載しています。

   

　東日本大震災から１年が経過しようとしています。
　被災地の現状と復興策、そして新エネルギーの可能性
について考えます。
◆日時／３月11日（日）午後１時～
◆場所／Ｙ2（わいわい）ぷらざ 　◆入場料／無料
◆内容／①講演～あれから１年、復興事業を考える～
　　　　　演題『被災地は今、東北はどこへ』
　　　　　講師：読売新聞東京本社編集委員・青山彰久氏
　　　　②追悼の集い～黙とうと鎮魂のコーラス～
        　曲目『あすという日が』 『大地讃頌』
　　　　③講演～原発ゼロか?おひさま発電の未来は?～
　　　　　演題『秋田県の省エネと新エネの施策について』
　　　　　講師：県生活環境部長・青木満氏
◆問合せ／横手ひらかNPOセンター 千田さん 　32-2229

『３.11大震災とおひさま発電』講演会『３.11大震災とおひさま発電』講演会
横手ひらかＮＰＯセンター・おひさま発電のまち横手推進協議会主催横手ひらかＮＰＯセンター・おひさま発電のまち横手推進協議会主催

種類

 

月日・地域

３月４日(日)
横　手

３月７日(水）

横　手

３月14日（水）
横　手

３月16日（金）

平　鹿

受付時間

10：00～11：40

13：00～15：40

10：00～11：15

12：30～13：00

13：45～14：30

15：15～16：00

10：00～11：00

13：15～15：00

 9：30～10：30

11：00～11：45

12：15～13：00

14：30～15：30

実　施　場　所

イオン横手店（旧横手サティ）
（ふれあい献血キャンペーン）

バザール横手店

横手自動車学校

羽後交通㈱本社

北都銀行横手支店

県平鹿地域振興局庁舎

横手市役所 本庁南庁舎

横手市役所 平鹿庁舎

㈱品川合成製作所

平鹿自動車学校

㈱アスター

全血

全血

成分

 

献血日程
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読
者
の
声
『
た
よ
り
』
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
市
へ
の
意
見

や
市
報
の
感
想
な
ど
を
、
は
が
き
や
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
の
あ
て
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
た
よ
り
に
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
市
報
に
掲
載
す

る
場
合
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル

を
希
望
す
る
方
は
、
氏
名
の
後
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

「
た
よ
り
」の
あ
て
先

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

横
手
市
役
所
市
長
公
室　

広
報
広
聴
担

当
あ
て　
　

３
３
‐
６
０
６
１

（「
た
よ
り
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

･･････････････････････････････････････

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
記
載
内
容
の

　

確
認
お
よ
び
商
品
の
発
送
の
目
的
に
使
用
し
、
こ

　

の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

日本国秋田県横手市

３３
（１/16～２/15日到着分）

（１/16～２/15日到着分）

１１
20122012

ふれあい 語り合いふれあい 語り合い

読
者
同
士
の
交
流
や
情
報

交
換
に
、
い
ろ
い
ろ
な
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

た
よ
り膨らみ始めたモクレンの若芽（横手・清川町）

膨らみ始めたモクレンの若芽（横手・清川町）

読者の声

　

息
子
の
小
学
校
初
め
て
の
冬
休
み

は
、
市
主
催
の
「
こ
ど
も
教
室
」
に

参
加
し
た
り
、
横
手
ス
キ
ー
場
で
の

「
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室
」
に
で
か

け
た
り
と
、
毎
日
充
実
し
た
楽
し
い

時
間
を
す
ご
し
ま
し
た
。
お
正
月
は

ふ
る
さ
と
村
で
ノ
ブ
く
ん
と
も
ち
つ

き
し
た
り
、
「
ゆ
っ
ぷ
る
」
の
り
ん

ご
風
呂
に
入
っ
た
り
。
親
子
で
豆
腐

づ
く
り
講
習
会
に
行
っ
た
の
も
良
い

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

（
ほ
じ
姉
さ
ん･

45
歳･

横
手
）

　

寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
私
の
元

気
の
出
る
一
品
は
、
甘
酒
と
納
豆
汁

で
す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
い
い
、
体

が
温
ま
る
食
生
活
で
健
康
作
り
し
て

い
ま
す
。
（
１
月
１
日
号
の
表
紙
で

登
竜
門
の
由
来
を
知
り
、
今
年
は
や

さ
し
さ
と
強
さ
を
も
っ
て
毎
日
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
）

（
ま
ゆ
吉
さ
ん･

46
歳･

十
文
字
）

　

た
ま
た
ま
温
泉
に
行
っ
た
ら
市
報

が
あ
り
、
拝
見
し
ま
し
た
。
他
地
域

の
広
報
は
目
に
す
る
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
内
容
が
わ
か
り
や
す

く
豊
富
で
し
た
。
横
手
市
は
県
南
の

中
心
的
な
〝
市
〞
で
す
の
で
こ
れ
か

ら
も
他
町
に
あ
こ
が
れ
ら
れ
る
市
を

目
指
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｙ
・
Ｓ
さ
ん･

47
歳･

美
郷
町
）

　

昨
冬
に
続
く
大
雪
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
私
達
の
地
区
は
流
雪
溝
が
使

え
な
い
不
便
さ
も
相
ま
っ
て
雪
に
対

す
る
不
安
も
か
な
り
の
も
の
で
す
。

束
の
間
の
晴
れ
間
を
ぬ
っ
て
の
雪
下

ろ
し
。
春
に
な
れ
ば
消
え
る
雪
の
こ

と
で
す
が
、
隣
近
所
に
下
ろ
す
と
き

は
一
言
挨
拶
を
交
わ
し
て
、
お
互
い

気
持
ち
よ
く
こ
の
冬
を
乗
り
き
り
、

春
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
ね
。

（
如
月
さ
ん･

65
歳･

増
田
）

　

横
手
市
が
東
京
板
橋
区
の
大
山
商

店
街
『
と
れ
た
て
村
』
に
参
加
の
記

事
を
見
て
、
少
し
感
動
し
ま
し
た
。

私
自
身
、
就
職
先
が
板
橋
区
志
村
で
、

大
山
商
店
街
に
買
い
物
に
出
掛
け
て

い
ま
し
た
。
今
は
商
店
街
も
段
々
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
東
京
で
は
商
店

街
は
ま
だ
ま
だ
息
づ
き
、
人
と
の
ふ

れ
あ
い
を
大
事
に
し
て
ま
す
。
そ
こ

へ
秋
田
の
味
を
届
け
て
く
れ
る
こ
と

は
、
都
会
に
出
て
い
る
秋
田
県
人
に

は
う
れ
し
い
か
ぎ
り
。
私
が
、
い
ま

住
ん
で
い
た
な
ら
、
必
ず
こ
の
シ
ョ

ッ
プ
に
行
っ
た
で
し
ょ
う
！

（
柿
や
ん
さ
ん･

45
歳･

平
鹿
）

　

今
年
も
や
っ
ぱ
り
冬
は
大
雪
で
寒

い
毎
日
。
車
の
運
転
、
わ
か
っ
て
い

て
も
こ
わ
い
と
心
に
ム
チ
打
っ
て
会

社
に
行
く
日
々
で
す
。
雪
を
見
な
く

て
も
い
い
土
地
へ
行
き
た
い
と
も
思

い
ま
す
が
、
横
手
で
が
ん
ば
る
私
で

す
。

（
Ｍ
オ
バ
チ
ャ
ン
さ
ん･

56
歳･

横
手
）

　

お
土
産
に
買
っ
て
き
て
ほ
し
い
と

リ
ク
エ
ス
ト
が
多
い
の
が
『
い
ぶ
り

が
っ
こ
』
で
す
。
秋
田
へ
来
て
食
べ

た
味
が
忘
れ
ら
れ
な
い
と
か
…
。
山

内
の
道
の
駅
ま
で
足
を
伸
ば
し
、
買

い
に
行
っ
て
い
ま
す
。

（
た
ん
ぽ
ぽ
さ
ん･

27
歳･

横
手
）

　

は
げ
し
い
稽
古
の
た
め
か
土
俵
に

上
る
力
士
の
大
部
分
の
人
が
テ
ー
ピ

ン
グ
を
使
用
し
、
勝
負
の
世
界
の
き

び
し
さ
が
し
の
ば
れ
ま
す
。
昨
年
は

二
人
が
大
関
に
昇
進
し
、
今
度
は
横

綱
土
俵
入
り
が
待
遠
し
い
で
す
。
秋

田
県
出
身
の
力
士
も
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。
一
生
け
ん
め
い
応
援
し
て

お
り
ま
す
か
ら
。

（
Ｔ
・
Ｎ
さ
ん･

83
歳･

増
田
）

　

玄
関
脇
に
植
付
け
た
早
咲
き
の
水

仙
が
、
真
っ
白
な
地
面
か
ら
青
々
と

し
た
芽
を
延
ば
し
、
蕾
み
を
付
け
始

め
ま
し
た
。
咲
き
ほ
こ
る
日
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

（
佐
々
木
義
忠
さ
ん･

77
歳･

雄
物
川
）

　

横
手
名
物
の
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
、
鍛

冶
町
に
お
い
し
い
お
店
が
あ
り
ま
し

た
が
、
や
め
て
か
ら
し
ば
ら
く
た
ち

ま
す
。
新
商
品
が
発
売
さ
れ
、
高
級

感
も
あ
り
と
て
も
お
い
し
そ
う
で
す

が
、
足
が
な
い
の
で
買
い
に
行
け
ま

せ
ん
。
〝
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
の
日
〞
を

作
り
、
か
ま
く
ら
館
や
ス
ー
パ
ー
で

販
売
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
Ｙ
・
Ｆ
さ
ん･

63
歳･

横
手
）

　

今
年
も
雪
が
多
い
で
す
ね
！
横
手

に
住
ん
で
５
年
に
な
り
ま
す
が
、
た

い
し
た
雪
遊
び
も
せ
ず
、
雪
よ
せ
に

追
わ
れ
る
日
々
で
す
。
今
シ
ー
ズ
ン

こ
そ
は
子
ど
も
た
ち
と
雪
遊
び
を
存

分
に
楽
し
み
た
い
も
の
で
す
。

（
ふ
あ
り
ん
さ
ん･

35
歳･

横
手
）

　

１
月
の
末
、
１
日
で
雪
が
40
セ
ン

チ
も
降
り
ま
し
た
。
主
人
が
朝
１
時

間
、
夕
方
は
私
が
１
時
間
半
か
け
て

玄
関
と
車
庫
の
前
の
除
雪
を
が
ん
ば

り
ま
し
た
。
そ
の
日
は
主
人
が
飲
む

晩
酌
に
ど
う
ど
う
と
盃
を
出
し
ま
し

た
。
お
い
し
か
っ
た
で
す
ヨ
。

（
Ｋ
・
Ｉ
さ
ん･

57
歳･

横
手
）

　

雪
下
ろ
し
の
時
期
に
な
る
と
、
亡

き
兄
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
い

つ
も
あ
ま
り
丈
夫
で
な
い
私
や
夫
を

思
っ
て
く
れ
、
き
れ
い
に
下
ろ
し
て

く
れ
ま
し
た
。
兄
の
あ
り
が
た
さ
を

こ
の
年
に
な
っ
て
心
の
底
か
ら
感
じ

ま
す
。
雪
下
ろ
し
の
た
び
に
、
力
仕

事
の
で
き
な
い
自
分
に
腹
が
立
つ
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
雪
国
の
素
晴
ら
し

い
行
事
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
に
申
し

訳
な
い
の
で
す
が
、
つ
い
ぐ
ち
が
こ

ぼ
れ
る
今
冬
で
し
た
。

（
Ｃ
・
Ｅ
さ
ん･

68
歳･

平
鹿
）

　

な
ぜ
か
市
報
を
毎
回
楽
し
み
に
し

て
い
る
娘
。
嫁
ぎ
先
か
ら
こ
ち
ら
に

帰
る
と
必
ず
市
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

す
。
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
見
て
は
、

「
横
手
っ
て
本
当
イ
ベ
ン
ト
多
く
っ

て
う
ら
や
ま
し
〜
！
」
と
言
っ
て
ま

す
。
特
産
物
を
使
っ
た
料
理
コ
ー
ナ

ー
は
毎
回
切
り
取
り
持
っ
て
帰
る
ん

で
す
よ
！
今
で
は
娘
の
た
め
に
市
報

を
と
っ
て
お
き
、
帰
っ
て
来
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
渡
辺
容
子
さ
ん･

51
歳･

十
文
字
）

　

先
日
、
吹
雪
の
中
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

で
ス
ー
パ
ー
に
買
い
物
に
出
か
け
た

帰
り
、
運
転
手
さ
ん
が
「
雪
道
は
怖

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
「
自

分
の
所
の
10
倍
は
あ
る
」
と
言
う
の

で
「
ど
ち
ら
か
ら
で
す
か
」
と
聞
く

と
、
福
島
か
ら
避
難
し
奥
さ
ん
の
実

家
で
暮
ら
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
被

災
地
か
ら
豪
雪
地
帯
に
来
て
頑
張
る

姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
「
い
つ
帰
れ

る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
、
胸

が
つ
ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

（
田
中
キ
ミ
子
さ
ん
・
74
歳
・
十
文
字
）

　

今
年
も
昨
シ
ー
ズ
ン
に
ひ
け
を
取

ら
な
い
ほ
ど
の
積
雪
量
と
な
り
、
雪

に
関
す
る
お
便
り
が
多
く
届
き
ま
し

た
。
寒
気
が
緩
む
と
雪
崩
や
落
雪
な

ど
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
い
ま
少

し
油
断
せ
ず
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

３
月
は
卒
業
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
通
い

慣
れ
た
学
舎
を
巣
立
つ
皆
さ
ん
の
、

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
の
活
躍
を
お
祈

り
し
ま
す
。　
　

発行号「３月１日号」、郵便番号、住所、氏名、年齢を明記の上、必
ず「たより」の文面を添えてお送りください。当選者の発表は商品
の発送をもって代えさせていただきます。
プレゼント応募の締め切り　３月25日（当日消印有効）

応
募
方
法

お便りを送って
 横手の逸品 を
ゲットしよう！
〝　　　　　〟

今月の読者
　プレゼント

　山内大松川地区では、
古くから粟の栽培が盛ん
で、粟は良質のタンパク
質を多く含み、鉄分やビ
タミンＢ群、カルシウム
なども豊富な滋味豊かな
穀物です。今月の『巧』
でご紹介している坂本勇さんが、その粟の特徴を最大
限に生かした〝粟どぶろく〟を造り上げました。
　横手の〝どぶろく特区〟第１号として商品化された
『あわ道楽』（720ml入り）の辛口と甘口のセットを３名
様にプレゼントします。
【提供】坂本勇さん 　53-3043
※道の駅さんないや山内地域内の温泉施設にて税込1,800円で販売中。

巧が粟で作った濁酒 あわ道楽

　毎日、朝・昼・夕方に放送している下記の番組内
で、横手市内の道路などの除・排雪や流雪溝の情報
を随時お知らせしています。
　ぜひ『横手かまくらエフエム』でご確認ください。

放送番組名
◆月曜日から金曜日
　・午前７時～９時      Good Morning YOKOTE
　・午前11時～午後１時　グーグーらじお
　・午後４時30分～６時　ＹＯＵナビ
◆土曜日と日曜日
　・午前８時30分～10時　フレッシュＮＯＷ
　・午前11時～午後１時　はぴ☆サタ（土曜日）
　　　　　　　　　　　　GoGo774チャンネル
　　　　　　　　　　　 （日曜日）
　・午後６時～６時30分　横手トピックス

 
横手かまくらＦＭで、
雪に関する情報を
放送しています

（ホームページ番号：000008492）

あわ
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粟への熱いこだわり、どぶろくに凝縮
　

平
成
22
年
６
月
に
横
手
市
が
〝
ど
ぶ
ろ
く
特
区
〞
と
な
っ

て
初
め
て
の
商
品
が
、
２
月
14
日
に
販
売
開
始
さ
れ
た
。
雑

穀
の
粟
を
原
料
と
す
る
ど
ぶ
ろ
く
の
商
品
化
を
成
し
遂
げ
た

坂
本
さ
ん
は
、
ど
ぶ
ろ
く
造
り
の
巧
で
あ
る
と
同
時
に
、
誰

よ
り
も
粟
の
魅
力
を
知
る
粟
作
り
の
達
人
で
も
あ
る
。

　

坂
本
さ
ん
が
仲
間
と
と
も
に
粟
の
栽
培
を
始
め
た
の
は
、

今
か
ら
10
年
ほ
ど
前
。
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
目
的
に
、
山

間
高
冷
地
と
い
う
土
地
柄
に
適
し
た
粟
に
目
を
つ
け
た
が
、

収
穫
直
前
に
鳥
害
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、
最
初
の
う
ち
は
思

う
よ
う
な
収
穫
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
粟
は
同
じ
畑
に

続
け
て
作
付
け
で
き
な
い
と
い
う
欠
点
も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
研
究
熱
心
な
坂
本
さ
ん
は
徐
々
に
収
穫
量
を
増

や
し
、
山
内
い
も
の
こ
や
ア
マ
ラ
ン
サ
ス
な
ど
と
の
組
み
合

わ
せ
で
作
付
け
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
も
確
立
。
雑
穀
ブ
ー
ム

と
い
う
後
押
し
も
あ
り
、
鉄
や
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ

ル
分
や
食
物
繊
維
が
豊
富
で
、
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
を
多
く

含
む
粟
を
世
に
広
め
た
い
と
の
思
い
を
強
く
す
る
。

　

そ
ん
な
時
、
横
手
市
が
〝
ど
ぶ
ろ
く
特
区
〞
に
認
定
さ
れ

た
こ
と
を
知
る
。
坂
本
さ
ん
は
「
酒
造
り
に
適
し
た
山
内
の

気
候
と
粟
の
力
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
き
っ
と
う
ま
く
い
く
」

と
い
う
確
信
を
得
て
、
即
座
に
〝
粟
ど
ぶ
ろ
く
〞
の
製
造
に

取
り
組
み
始
め
た
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
冬
場
の
出
稼
ぎ
と
し

て
県
内
外
の
酒
蔵
で
酒
造
り
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
か
ら
来

る
ひ
ら
め
き
と
自
信
だ
っ
た
。

　

醸
造
酒
製
造
免
許
の
取
得
を
は
じ
め
、
商
品
化
ま
で
に
は

数
々
の
難
関
が
あ
っ
た
が
、
や
は
り
一
番
の
苦
労
は
肝
心
の

〝
ど
ぶ
ろ
く
造
り
〞
。
清
酒
と
濁
酒
の
製
造
方
法
の
違
い
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
、
温
度
管
理
の
徹
底
と
原
料
に
含
ま
れ
る

栄
養
分
を
目
一
杯
酒
に
生
か
す
工
夫
を
探
り
続
け
た
。

　

そ
う
し
て
生
ま
れ
た
ど
ぶ
ろ
く
に
、
巧
は
『
あ
わ
道
楽
』

と
命
名
。
「
残
り
の
人
生
を
か
け
た
道
楽
」
と
笑
う
が
、
そ

の
心
根
は
決
し
て
単
な
る
〝
道
楽
〞
で
は
な
い
。
粟
の
栽
培

や
醸
造
、
販
売
に
協
力
し
て
く
れ
る
仲
間
た
ち
に
支
え
ら
れ
、

粟
ど
ぶ
ろ
く
を
根
付
か
せ
る
た
め
の
挑
戦
は
続
く
。

粟どぶろく醸造Vol.75

たくみ

未知のものへの挑戦は面白い。試行錯誤し
て、良いものができたときの喜びは格別。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
を
訪
れ
て
の
体
験
記
や
震
災
支
援
の

情
報
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
ご
意
見
、

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

震
災
で
市
内
の
水
産
業
は
甚
大
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
漁
業
関

係
で
は
、
約
１
，
７
０
０
隻
の
漁
船

と
約
３
，
０
０
０
台
の
養
殖
施
設
が

流
失
す
る
な
ど
、
被
害
額
は
２
５
０

億
円
に
も
お
よ
び
、
漁
業
の
再
建
ど

こ
ろ
か
集
落
の
存
続
す
ら
難
し
い
状

況
で
し
た
。

　

し
か
し
、
８
月
の
魚
市
場
再
開
に

始
ま
り
、
漁
船
の
確
保
に
よ
る
定
置

網
漁
業
、
ア
ワ
ビ
漁
業
、
ワ
カ
メ
養

殖
の
再
開
な
ど
、
徐
々
に
明
る
い
兆

し
が
見
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
多
く
の

課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
漁
港
の
復
旧

工
事
を
急
ぎ
、
生
産
か
ら
加
工
、
流

通
の
一
体
的
再
構
築
を
行
い
、
全
国

に
釜
石
の
新
鮮
な
魚
介
類
を
届
け
ら

れ
る
よ
う
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

水
産
業
の
復
旧
復
興
に
向
け
て

佐野 美徳さん
釜石市産業振興部
水産農林課長

被
災
地
の
現
実
伝
え
、 

記
憶
の
風
化 

防
ぎ
た
い

多くの支援者に理解を求め、
活動続ける『やらねばね！横手』

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
直
後
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
は
被
災
地
の
惨
状
を
伝

え
た
。
大
規
模
な
停
電
が
復
旧
し
、

県
内
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
一
方

で
、
日
を
追
う
ご
と
に
津
波
被
害
の

甚
大
さ
が
明
ら
か
に
な
る
。
ひ
と
ま

ず
生
命
や
財
産
に
別
状
の
な
か
っ
た

人
た
ち
は
「
隣
県
の
窮
状
を
看
過
で

き
な
い
」
と
の
思
い
を
抱
い
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
多
く
は
何
が
で

き
る
か
、
何
を
す
べ
き
か
が
判
断

で
き
ず
に
い
た
。
そ
の
思
い
を
形

に
し
て
被
災
地
に
届
け
る
べ
く
、

民
間
支
援
団
体
『
や
ら
ね
ば
ね
！

横
手
』
が
立
ち
上
が
る
。
大
震
災

か
ら
５
日
後
の
３
月
16
日
に
設
立

さ
れ
た
同
会
は
独
自
に
物
資
を
集

め
、
30
日
に
は
釜
石
市
に
２
万
点

の
支
援
物
資
を
輸
送
。
４
月
12
日

に
は
、
会
と
し
て
最
初
の
炊
き
出

し
を
大
船
渡
市
で
行
い
、
以
来
、

炊
き
出
し
を
２
回
、
大
船
渡
市
や

陸
前
高
田
市
で
の
日
帰
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
６
回
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
原
発
事
故
で
全
町
民
が
避

難
し
て
い
る
福
島
県
浪
江
町
の
な
み

え
焼
そ
ば
を
イ
ベ
ン
ト
に
招
い
た
り
、

被
災
地
の
ニ
ー
ズ
と
合
わ
ず
残
さ
れ

た
物
資
を
バ
ザ
ー
し
て
義
援
金
に
代

え
る
な
ど
の
活
動
を
続
け
て
き
た
。

　

地
震
発
生
か
ら
間
も
な
く
１
年
。

同
会
理
事
の
米
田
成
久
さ
ん
は
「
現

地
を
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
人
の
中
で

は
、
記
憶
が
風
化
し
て
い
る
。
実
際

に
被
災
地
の
惨
状
を
目
に
し
た
人
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
は
大
き
い
」
と
話
す
。

確
か
に
ガ
レ
キ
は
撤
去
さ
れ
た
が
、

津
波
で
壊
れ
た
建
物
は
当
時
の
ま
ま

の
姿
で
残
さ
れ
て
い
る
現
実
が
、
そ

の
思
い
を
強
く
さ
せ
て
い
る
。

　

同
会
で
は
、
震
災
か
ら
１
年
の
節

目
を
期
し
て
、
Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｚ
Ｅ
に
よ

る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
す
る
。
演
奏
に
先
立
ち
、
地
震
当

日
の
津
波
の
様
子
を
捉
え
た
映
像
と
、

昨
秋
、
Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｚ
Ｅ
が
被
災
地
を

巡
っ
て
行
っ
た
復
興
支
援
ラ
イ
ブ
の

映
像
も
流
す
予
定
だ
。
「
被
災
地
を

訪
れ
た
こ
と
の
な
い
人
ほ
ど
来
て
ほ

し
い
」
―
そ
こ
に
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地震に負けない横手
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坂本　勇さん（76歳・山内）
さかもと　いさむ
昭和10年、旧山内村生まれ。農業のかたわら、16歳
から37歳まで、静岡、湯沢、千葉、秋田の酒蔵で酒
造りに携わる。平成22年、粟を使った商品開発や提
供を目的として『さんない四季彩会』を結成。市が
〝どぶろく特区〟に認定されたことを受けて同23年
２月にその他醸造酒製造免許を取得後、四季彩会の
仲間たちの協力も得て粟どぶろくの商品化を進め、
２月14日から『あわ道楽』の販売を開始した。

あ
わ

復興支援ライブの様子（10月１日・東松
島市／写真提供ＢＲＯＮＺＥ）
●希望よ届け!!復興祈願チャリティコン
サートは、３月８日（木）18：30から秋田ふ
るさと村ドーム劇場で開催
　やらねばね！横手事務局   33-6050

　２月３日、母校の閉校
式が行われた。この学舎
を巣立ってから30年。学
校の歴史の丁度半分で、
自分たちが真ん中の年代
だったことに気付き、娘
が最後の卒業生となるこ
ととあわせて、巡り合わ
せの妙を感じながら、感
慨に浸った。今は時たま
顔を合わせるのが大半だ
が、自分にとっては中学
時代に巡り会った仲間た
ちが、最も気の置けない
友人だと思っている。卒
業生も在校生も、新しい
環境の中で荒波にもまれ
ることになるが、自分ら
しさを見つけられること
を心から願いたい。がん
ばれ、蜜蜂たち！（篤志）

あとがき
広報担当者のつぶやき

〝　
　
　
　
　

〞

横手図書館 ・・・・・・ 3月1・7・14日
増田図書館 ・・・・・・ 3月1・5・12日
平鹿図書館 ・・・・・・ 3月1・6・13日
雄物川図書館 ・・・・ 3月1・7・14日
大森図書館 ・・・・・・ 3月1・6・13日
十文字図書館 ・・・・ 3月1・7・14日
山内図書館 ・・・・・・ 3月3・4・10・11日
大雄図書館 ・・・・・・ 3月1・5・8・10・12・15日
雄物川郷土資料館　3月5・12日
ゆっぷる ・・・・・・・・ 3月21日
ゆとり館 ・・・・・・・・ 3月6・13日
えがおの丘 ・・・・・・ 3月5・12日
大森健康温泉 ・・・・ 3月5・12日
ゆとりおん大雄 ・・ 3月1・15日
健康の駅トレーニングセンター
　東部 ・・・・・・・・・・ 3月7・14日
　西・南部 ・・・・・・ 3月3・4・10・11日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　 ・・・・・・ 3月5・12日
南部シルバーエリア　3月5・12日

お出かけ、ご利用前にご確認ください

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　3月7・14日（毎週水曜）
　診療時間　14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　診 療 日　3月7・14日（毎週水曜）
　診療時間　14：30～15：30
大沢診療所（内科）
　診 療 日　3月12・26日（第2・4月曜）
　診療時間　13：30～14：30
三又へき地診療所（内科）
　診 療 日　3月6・13日（毎週火曜）
　診療時間　13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　診 療 日　3月1・8・15日（毎週木曜）
　診療時間　13：00～15：00
　　　　　　（吉谷地）
　　　　　　15：10～17：00
　　　　　　（山内武道）

休館日 診療所

問
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『出張！なんでも鑑定団in横手』放送日程
　昨年の11月３日に収録された、
『出張！なんでも鑑定団in横手』
が放送されます。
　◆３月10日（土）16：30～
　◆ＡＫＴ秋田テレビにて

　法 相談予約受付開始（3/21分）　市総務課　35-2161
　心 横手地域局
　心 十文字町幸福会館

環境講演会　14：00～、増田地区多目的研修センター

健康の丘おおもり市民公開講座『認知症と向き合う』
　　13：30～、大森コミュニティセンター
　急 平鹿総合病院（浅野医師）　32-5124
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124
　法 十文字町幸福会館
　　 　10：00～12：00、社協・十文字福祉センター　42-5858
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
健康相談・栄養教室　10：00～11：00、大森健康温泉
　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　税 横手地域局　問合せ／横手福祉センター　33-8668
　心 増田地区多目的研修センター
　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00
　行 心 社協・大雄福祉センター　9:30～12：00

 

市民俳句大会表彰式＆ミニコンサート
  　10：00～、Ｙ2（わいわい）ぷらざ、詳しくは12ページ
　急 市立横手病院（磯部医師）　32-5001
　急 雄物川クリニック（雄物川）　22-5511
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124
　法 社協・大雄福祉センター
　　 　10：00～12：00、社協・大雄福祉センター　52-3311
　心 大森コミュニティセンター

　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
　心 横手地域局

　心 十文字町幸福会館

生き生きシアター『笑顔予報は晴れのち晴れ』　
後三年合戦金沢柵公開講座　詳しくは9ページ
横手明峰中学校一般公開　詳しくは10ページ
よこいち。『発酵文化と日本酒』　詳しくは16ページ
　急 平鹿総合病院（井田医師）　32-5124
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（無江医師）　32-5124
　行 雄物川保健センター　10：00～12：00

　急 渡辺内科循環器科医院（横手）　35-7020
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【無料相談】  行 … 行政　　 法 … 法律 （要予約）　　人 … 人権
　　　　　　税 … 税務（9：30～12：00）　　 心 … 心配ごと（9：30～12：00）
【救急医療】　急 … 休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　　児 … 日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00

心
法 人

税
急
児

行

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

３月４日（日）「シンデレラⅢ　戻された時計の針」　【74分】
３月11日（日）「クレヨンしんちゃん
　　　　　　　　　超時空！嵐を呼ぶオラの花嫁」 【100分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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『笑顔予報は晴れのち晴れ』
高齢者の自殺予防普及啓発事業 わらび座・生き生きシアター

■３月18日（日）
　主人公の茂雄は寝たきりの
妻、嫁と孫の４人暮らし。息
子は２年前に消息不明、そん
な家族に突然『ＭＨＫのど自
慢』出演の話が舞い込んでく
る…しかも家族で。
　県内のとある農村を舞台に、
家族の絆と生きがいを見つけ
ていく、涙と笑いのミュージカルです。
◆時　間／13：30～   ◆会　場／横手市民会館
◆入場料／無　料    ◆定　員／500人
◆申込み方法／電話かメールで、氏名、電話番号、
　会場、人数をお知らせください（3/15まで）
◆申込み／県健康福祉部 健康推進課
　　018-860-1422　kenkou＠pref.akita.lg.jp

横手市立小中学校卒業式

　あまり日の目を見ない世界
や人々を取材し、社会問題を
提起する異色作家・家田荘子
氏の講演会を行います。
　子育て、ひきこもり、女性
の社会進出、ＤＶなど、数多
くの取材で出逢った方たちが
乗り越えてきた人生を通して
〝あなたにできること〟を問いかけます。
◆時  間／19：00～20：30 ◆会　場／かまくら館
◆入場料／無料 ※無料託児を用意します。３月 
          16日 （金）までお申し込みください。
◆問合せ／市男女共同参画・市民協働推進室
　　　　　　35-2158
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『取材現場から』
横手市男女共同参画推進　作家・家田荘子氏講演会

■３月23日（金）

私の出逢った人たち

【小学校】
３月15日（木）
 13：30～／旭　
３月16日（金）　
 10：00～／栄、境町、黒川、浅舞、醍醐、
　　　　　南（雄物川）、福地、阿気
 13：30～／横手南、金沢、増田、吉田、雄
　　　　　物川北、大森、十文字第一、十
　　　　　文字第二、植田、睦合、山内、
　　　　　田根森
 14：00～／朝倉
【中学校】
３月10日（土）　
 10：00～／横手南、増田、平鹿、雄物川、
　　　　　十文字、大雄
 13：30～／鳳、横手西、金沢、大森、山内
◆問合せ／市教育委員会教育指導課
　　　　　　35-2123（または各小中学校）


